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民
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救
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調
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箇
条
の
成
立

惰
民
醸
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篤
行
奇
特
者
の
賞
与

棄
児
対
策
の
進
展

窮
民
一
時
救
助
規
則
の
新
定

親
族
扶
養
の
地
位

む
　
す
　
び

　
　
　
　
　
　
　
ま
え
が
き

今
日
、
わ
れ
わ
れ
は
親
族
に
よ
る
扶
養
の
ほ
か
に
、

　
　
憧
救
規
則
の
成
立
と
人
民
協
救
の
優
先
（
赤
石
）

生
活
困
窮
者
を
国
家
が
扶
助
す
る
制
度
を
も
っ
て
い
る
。

そ
の
対
象
は
、

　
　
三
〇
一

経
済
機



　
　
　
早
法
五
七
巻
三
号
（
一
九
八
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
二

構
の
な
か
か
ら
必
然
的
に
発
生
し
て
く
る
生
活
困
窮
者
が
中
心
で
あ
る
が
、
従
来
、
救
血
の
対
象
と
さ
れ
た
蘇
寡
孤
独
廃
疾
等
の
い
わ
ゆ

る
無
告
の
窮
民
も
そ
の
な
か
に
包
み
こ
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
家
に
よ
る
公
的
な
扶
助
制
度
が
確
立
さ
れ
る
に
と
も
な
っ
て
、
全
体
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

し
て
の
扶
養
法
秩
序
が
大
き
く
変
貌
を
と
げ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
扶
助
の
補
足
性
の
も
と
で
、
親
族
間
の
扶
養
が
法
的
義
務
と
し
て

確
立
さ
れ
、
そ
の
範
囲
や
内
容
が
明
確
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
私
的
扶
養
義
務
は
、
自
存
し
え
な
い
者
と
一
定
の
親
族
関

係
に
あ
る
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
経
済
的
給
付
と
し
て
法
律
上
構
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
給
付
は
、
沿
革

的
に
愛
情
、
徳
義
、
恩
恵
、
慣
習
等
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
外
的
要
素
と
渾
然
一
体
と
な
っ
て
行
な
わ
れ
て
き
た
。
義
務
者
と
さ
れ
る
者
の
範

囲
も
住
々
親
族
関
係
に
あ
る
者
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
近
代
的
な
法
的
扶
養
義
務
に
ま
つ
わ
る
こ
れ
ら
の
「
爽
雑
物
」
は
、
制
度
と

し
て
確
立
し
た
今
日
の
公
的
扶
助
立
法
の
も
と
で
も
、
払
拭
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
そ
の
は
た
ら
き
を
大
い
に
期
待
さ
れ
て
ぎ
た

ご
と
く
で
あ
る
。
「
新
憲
法
の
精
神
に
立
脚
し
て
真
に
国
民
の
最
低
生
活
を
保
障
す
る
た
め
」
（
昭
和
二
五
年
五
月
二
〇
日
厚
生
省
発
社
第
四
六

号
厚
生
事
務
次
官
通
知
「
生
活
保
護
法
の
施
行
に
関
す
る
件
」
）
、
新
た
に
出
発
し
た
は
ず
の
現
行
生
活
保
護
法
の
も
と
に
お
い
て
す
ら
、
そ
の
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

用
は
、
「
過
去
の
経
験
を
最
大
限
度
に
生
か
し
」
（
同
上
）
て
な
さ
る
べ
き
こ
と
が
指
示
さ
れ
た
の
は
、
顕
著
な
事
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
私
的
扶
養
の
あ
り
方
を
明
確
に
し
た
と
い
わ
れ
る
公
的
扶
助
制
度
と
の
関
連
に
お
い
て
も
、
法
律
上
強
制
し
う
る
近
代
的
意
味
で
の

私
的
扶
養
義
務
と
、
前
近
代
的
な
情
誼
に
も
と
づ
く
給
付
と
の
分
界
を
図
式
ど
お
り
裁
然
と
立
て
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
に
し
て
困
難
な

こ
と
が
ら
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
稿
は
、
明
治
初
年
、
わ
が
公
的
扶
助
制
度
の
出
発
期
に
遡
っ
て
、
右
の
よ
う
な
興
味
あ
る
扶
養
義
務
の
あ
り
方
を
規
定
づ
け
る
こ
と

に
な
っ
た
も
の
を
探
ろ
う
と
す
る
。
明
治
七
年
一
二
月
八
目
、
太
政
官
達
第
一
六
二
号
と
し
て
府
県
に
布
達
さ
れ
、
そ
の
後
、
半
世
紀
に



わ
た
っ
て
効
力
を
も
つ
こ
と
に
な
る
位
救
規
則
は
、
そ
の
成
立
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
の
扶
養
法
秩
序
（
窮
民
救
助
法
秩
序
）
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
か
、
憶
救
規
則
に
よ
る
救
助
の
補
足
性
に
は
ど
の
よ
う
な
内
容
が
も
り
こ
ま
れ
、
規
則
前
文
に
示

さ
れ
た
人
民
相
互
の
情
誼
に
よ
る
協
救
は
い
か
に
追
求
さ
れ
、
ま
た
、
い
か
に
補
強
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
憧
救
規
則
の
布
達

　
ま
ず
、
憧
救
規
則
の
全
文
を
掲
げ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
七
年
十
二
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
政
官
達
第
百
六
十
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
府
　
県

　
　
済
貧
憧
窮
ハ
人
民
相
互
ノ
情
誼
二
因
テ
其
方
法
ヲ
設
ヘ
キ
筈
二
候
得
共
目
下
難
差
置
無
告
ノ
窮
民
ハ
自
今
各
地
ノ
遠
近
ニ
ヨ
リ
五
十

　
　
日
以
内
ノ
分
左
ノ
規
則
二
照
シ
取
計
置
委
曲
内
務
省
へ
可
伺
出
此
旨
相
達
候
事

　
　
　
　
　
憶
救
規
則

　
　
一
極
貧
ノ
者
独
身
ニ
テ
廃
疾
二
罹
リ
産
業
ヲ
営
ム
能
ハ
サ
ル
者
ニ
ハ
一
ケ
年
米
壱
石
八
斗
ノ
積
ヲ
以
テ
給
与
ス
ヘ
シ

　
　
　
　
但
独
身
二
非
ス
ト
難
圧
余
ノ
家
人
七
十
年
以
上
十
五
年
以
下
ニ
テ
其
身
廃
疾
二
罹
リ
窮
迫
ノ
者
ハ
本
文
二
準
シ
給
与
ス
ヘ
シ

　
　
一
同
独
身
ニ
テ
七
十
年
以
上
ノ
者
重
病
或
ハ
老
衰
シ
テ
産
業
ヲ
営
ム
能
ハ
サ
ル
者
ニ
ハ
一
ケ
年
米
壱
石
八
斗
ノ
積
ヲ
以
テ
給
与
ス
ヘ

　
　
　
シ

　
　
　
憶
救
規
則
の
成
立
と
人
民
協
救
の
優
先
（
赤
石
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
三



　
　
　
早
法
五
七
巻
三
号
（
一
九
八
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
四

　
　
　
　
但
独
身
二
非
ス
ト
難
托
余
ノ
家
人
七
十
年
以
上
十
五
年
以
下
ニ
テ
其
身
重
病
或
ハ
老
衰
シ
テ
窮
迫
ノ
者
ハ
本
文
二
準
シ
給
与
ス

　
　
　
　
ヘ
シ

　
　
一
同
独
身
ラ
ア
疾
病
二
罹
リ
産
業
ヲ
営
ム
能
ハ
サ
ル
者
ニ
ハ
一
日
米
娚
埜
一
嘉
ノ
割
ヲ
以
給
与
ス
ヘ
シ

　
　
　
　
但
独
身
二
非
ス
ト
錐
托
余
ノ
家
人
七
十
年
以
上
十
五
年
以
下
ニ
テ
其
身
病
二
罹
り
窮
迫
ノ
者
ハ
本
文
二
準
シ
給
与
ス
ヘ
シ

　
　
一
同
独
身
ニ
テ
十
三
年
以
下
ノ
者
ニ
ハ
一
ケ
年
米
七
斗
ノ
積
ヲ
以
給
与
ス
ヘ
シ

　
　
　
　
但
独
身
二
非
ス
ト
難
托
余
ノ
家
人
七
十
年
以
上
十
五
年
以
下
ニ
テ
其
身
窮
迫
ノ
者
ハ
本
文
二
準
シ
給
与
ス
ヘ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
一
救
助
米
ハ
該
地
前
月
ノ
下
米
相
場
ヲ
以
テ
石
代
下
ケ
渡
ス
ヘ
キ
事

　
右
の
規
則
各
条
は
、
滋
賀
県
よ
り
の
旧
慣
引
付
を
も
っ
て
す
る
救
助
方
伺
を
契
機
に
、
内
務
省
が
原
按
を
作
成
し
、
こ
れ
を
大
蔵
省
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

び
左
院
の
審
議
に
付
し
、
太
政
官
の
決
裁
を
経
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
務
省
按
は
、
規
則
を
内
務
省
中
の
内
規
に
し
よ
う
と
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

図
の
も
と
に
、
「
是
迄
於
大
蔵
省
取
扱
候
類
例
」
及
び
「
開
拓
使
伺
二
寄
リ
同
省
へ
御
下
問
ノ
節
御
答
致
置
候
比
例
」
に
依
拠
し
て
ま
と
め

ら
れ
た
。

　
六
年
二
月
一
〇
日
、
太
政
官
布
告
第
三
七
五
号
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
内
務
省
は
、
大
蔵
省
か
ら
引
継
い
だ
窮
民
救
助
事
務
を
担
当
す

る
に
あ
た
っ
て
、
至
急
に
何
ら
か
の
規
準
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
際
、
こ
れ
ま
で
の
大
蔵
省
管
掌
下
に
お
け
る
救
助
基
準
を
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

認
継
受
す
る
こ
と
と
し
、
た
だ
「
碇
ト
御
決
定
ヲ
以
向
後
確
乎
タ
ル
憧
額
二
据
置
申
度
」
と
の
趣
を
も
っ
て
血
救
規
則
按
を
立
案
し
た
の
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
救
助
対
象
を
独
身
の
労
働
不
能
者
に
限
定
し
よ
う
と
す
る
点
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
内
容
に
別
段
目
新
し
い
点

は
見
当
ら
な
い
。
規
則
成
立
の
さ
し
あ
た
っ
て
の
意
義
は
、
そ
れ
が
原
按
に
な
か
っ
た
前
文
を
付
さ
れ
、
府
県
あ
て
布
達
さ
れ
た
点
に
求
め



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ら
れ
る
。
憧
救
規
則
が
布
達
さ
れ
る
や
、
各
県
は
こ
れ
に
非
常
な
関
心
を
示
し
、
「
其
申
牒
陸
続
相
踵
」
ぐ
状
況
を
呈
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、

半
年
後
の
内
務
省
の
窮
民
憧
救
申
請
調
査
箇
条
達
示
方
伺
出
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
地
方
官
の
理
解
に
つ
い
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
七
年
一
二
月
二
五
日
、
千
葉
県
は
三
箇
条
か
ら
な
る
伺
を
内
務
省
に
発
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
第
一
条
は
、
「
憧
救
規
則
第
二
ご
二

四
条
二
相
当
リ
救
助
可
致
親
戚
姻
姫
等
無
之
者
二
限
リ
救
憶
候
儀
ト
相
心
得
可
申
哉
」
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
規
則
第
一
条
乃
至
第
四
条

は
独
身
主
義
を
表
明
し
、
家
人
あ
る
者
が
救
助
の
対
象
と
な
る
の
は
、
そ
れ
が
老
幼
七
〇
年
以
上
一
五
年
以
下
で
、
他
に
対
す
る
扶
養
を

期
待
し
え
な
い
場
合
に
限
ら
れ
た
か
ら
、
一
般
に
家
族
相
互
間
に
扶
養
の
義
務
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
も
、
規
則
前
文
及
び

各
条
か
ら
は
、
内
務
省
の
示
し
た
立
法
理
由
、
す
な
わ
ち
、
「
右
ハ
親
戚
モ
無
之
其
村
町
二
於
テ
モ
救
助
難
行
届
全
ク
無
告
ノ
窮
民
タ
ル
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

以
テ
前
条
ノ
通
リ
給
与
可
取
計
儀
二
有
之
」
こ
と
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
な
る
ほ
ど
、
規
則
前
文
に
は
「
済
貧
憧
窮
ハ
人
民
相
互

ノ
情
誼
二
因
テ
其
方
法
ヲ
設
ヘ
キ
筈
」
の
も
の
た
る
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
は
、
済
貧
憧
窮
の
仕
法
立
に
関
す
る
一
般
的

訓
示
の
意
味
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
と
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ら
、
目
下
差
置
ぎ
難
き
無
告
の
窮
民
と
直
接
相
対
す
る
地
方
官
と
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
何
ら
の
疑
間
を
さ
し
は
さ
む
こ
と
な
く
行
な
っ
て
き
た
組
合
村
方
に
ま
で
及
ぶ
相
扶
相
救
の
範
囲
を
確
認
し
て
お
く
必
要

を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
内
務
省
と
し
て
は
、
右
に
引
用
の
ご
と
く
、
親
戚
は
も
と
よ
り
そ
の
村
町
の
扶
助
ま
で
を
も
当
然
の
こ
と
と
し

て
予
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
規
則
前
文
は
そ
の
た
め
の
地
方
官
の
努
力
に
ふ
れ
て
お
ら
ず
、
北
海
道
並
樺
太
州
賑
憧
規
則
前
文
に
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

う
よ
う
な
、
「
其
管
轄
二
於
テ
平
常
心
ヲ
用
ヒ
官
ノ
救
助
ヲ
不
仰
シ
テ
生
計
相
立
候
様
誘
導
可
致
ハ
勿
論
」
で
あ
る
と
い
う
地
方
官
の
意

識
を
う
す
め
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
規
則
前
文
の
よ
う
な
規
定
の
仕
方
を
も
っ
て
し
た
の
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
市
村
隣
保

相
扶
を
期
待
で
き
な
い
こ
と
に
思
い
を
致
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
憧
救
規
則
の
成
立
と
人
民
協
救
の
優
先
（
赤
石
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
五



　
　
　
早
法
五
七
巻
三
号
（
一
九
八
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
六

　
千
葉
県
伺
は
、
こ
の
ほ
か
、
他
府
県
よ
り
寄
留
の
者
も
寄
留
地
に
お
い
て
救
助
す
べ
き
か
ど
う
か
（
第
二
条
）
、
士
族
と
い
え
ど
も
無

禄
の
者
は
平
民
同
様
救
助
の
対
象
た
り
う
る
か
ど
う
か
（
第
三
条
）
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
内
務
省
は
、
八
年
四
月
九
日
、
伺
の
通
り
で

あ
る
と
し
た
。
救
助
と
親
族
扶
養
と
の
関
係
、
救
助
地
の
決
定
、
笹
救
規
則
の
適
用
範
囲
、
何
れ
も
救
助
取
扱
上
の
重
要
な
点
で
あ
る
。

こ
と
に
、
伺
第
一
条
及
び
第
二
条
か
ら
、
現
実
の
生
活
単
位
（
世
帯
）
を
独
立
し
た
救
助
単
位
な
い
し
は
救
助
対
象
と
考
え
て
い
る
こ
と

が
窺
え
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
次
い
で
七
年
二
一
月
二
七
目
、
兵
庫
県
は
、
規
則
前
文
の
解
釈
に
つ
い
て
伺
を
発
し
、
「
各
地
ノ
遠
近
二
寄
」
と
い
う
場
合
の
「
遠
近

ト
ハ
府
県
地
ヨ
リ
東
京
迄
ノ
里
程
ニ
シ
テ
此
遠
近
二
寄
リ
府
県
限
直
二
処
分
ス
ル
ト
不
然
ト
ノ
区
別
有
之
ヤ
」
（
第
一
条
）
、
ま
た
、
「
五

十
日
以
内
ノ
分
規
則
二
照
シ
取
計
置
委
曲
伺
出
ベ
シ
」
と
あ
る
が
、
「
前
件
里
程
ノ
遠
近
二
因
テ
五
十
日
以
内
ハ
府
県
限
処
分
可
致
儀
二

候
ハ
・
其
府
県
ヨ
リ
別
段
伺
出
候
廉
ハ
無
之
筈
ト
存
候
就
テ
ハ
右
伺
出
ベ
シ
ト
ハ
五
十
日
以
外
ハ
更
二
相
伺
候
儀
ニ
モ
候
ヤ
」
（
第
二
条
）

と
疑
問
を
開
陳
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
内
務
省
の
指
令
（
八
年
四
月
一
〇
日
）
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
書
面
伺
ノ
趣
目
下
難
差
置
窮
民
憧
救
ハ
素
ヨ
リ
允
可
ヲ
待
ノ
暇
ナ
キ
ニ
依
リ
地
方
官
ノ
見
計
ヲ
以
直
チ
ニ
憧
救
ス
ル
ト
錐
同
時
二
其

　
　
旨
趣
ヲ
伺
出
ヘ
キ
ハ
勿
論
ノ
事
二
候
去
ナ
カ
ラ
土
地
二
遠
近
ノ
差
ア
レ
ハ
伺
済
モ
亦
遅
速
ノ
別
ナ
キ
能
ハ
ス
依
テ
全
国
最
遠
ノ
地
ト

　
　
難
伺
書
発
郵
ヨ
リ
指
令
到
達
迄
ヲ
凡
見
積
リ
五
十
日
ト
定
メ
シ
ナ
リ
故
二
最
近
ノ
地
ハ
其
往
復
五
日
乃
至
十
日
ヲ
経
ヘ
シ
其
次
ハ
十

　
　
五
日
乃
至
廿
四
五
日
ヲ
経
ヘ
シ
最
遠
ノ
地
ハ
四
十
目
五
十
日
ヲ
経
ル
ニ
至
ル
其
間
此
規
則
二
照
ラ
シ
適
宜
給
与
シ
テ
後
可
伺
出
是
レ

　
　
許
可
ヲ
得
テ
施
行
ス
ル
時
ハ
目
下
ノ
凍
餓
ヲ
救
フ
ニ
足
ラ
サ
レ
ハ
不
得
止
此
適
宜
規
則
ヲ
設
ル
所
以
ト
可
相
心
得
事

　
兵
庫
県
の
疑
問
は
、
規
則
各
条
に
適
当
す
る
救
助
に
つ
い
て
何
故
内
務
省
へ
の
伺
出
を
要
す
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
血
救
規
則
に
よ



っ
て
府
県
の
行
な
う
べ
き
救
助
の
基
準
が
示
さ
れ
た
以
上
、
伺
出
を
必
要
と
す
る
「
地
方
官
ノ
見
計
」
に
よ
る
血
救
は
も
は
や
存
在
し
な

い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
指
令
は
こ
れ
に
対
す
る
充
分
な
回
答
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
内
務
省
の
説
明
は
、
血
救
規
則
は
窮
民
目
下
の
凍

餓
を
救
う
応
急
の
規
則
で
あ
り
、
日
数
五
〇
日
は
各
地
の
遠
近
に
よ
る
伺
書
発
郵
よ
り
指
令
到
達
に
要
す
る
日
数
で
あ
る
と
す
る
。
い
い

か
え
れ
ば
、
こ
れ
が
府
県
の
実
施
し
う
る
救
助
日
限
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
地
方
官
に
よ
る
最
大
五
〇
日
の
救
助
実
施
は
、
内
務
省
按
を
審
議
し
た
大
蔵
省
及
び
左
院
の

意
見
に
も
と
づ
い
て
認
め
ら
れ
た
措
置
で
あ
っ
た
。
遠
県
の
窮
民
等
が
「
時
日
遷
延
中
終
二
凍
餓
二
艶
レ
」
、
「
申
請
中
鬼
簿
二
入
ル
ノ
患

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

ヒ
」
を
除
き
、
「
御
仁
抽
ノ
御
趣
意
」
を
貫
徹
せ
ん
と
す
る
意
図
に
出
た
も
の
で
あ
る
。
実
は
こ
の
点
こ
そ
が
、
太
政
官
が
、
規
則
全
体

を
省
中
の
内
規
に
と
ど
め
ん
と
す
る
内
務
省
の
考
え
を
と
ら
ず
、
大
蔵
省
及
び
左
院
の
意
見
に
従
っ
て
府
県
へ
の
布
達
に
ふ
み
き
っ
た
理

由
で
あ
っ
た
。
し
か
し
て
、
府
県
へ
の
血
救
規
則
の
布
達
は
、
必
然
的
に
区
戸
長
等
末
端
の
地
方
官
に
及
び
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
要
救
助

状
況
に
あ
る
人
民
に
ま
で
そ
の
内
容
が
伝
播
す
る
こ
と
を
予
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
位
救
規
則
成
立
の
発
端
と
な
っ
た
の

は
村
方
組
合
に
よ
る
扶
助
の
澗
渇
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
を
癒
す
も
の
と
し
て
、
府
県
が
新
し
い
窮
民
救
助
立
法
に
関
心
を
示
し
た
こ
と

は
故
な
し
と
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
規
則
の
根
幹
に
か
か
わ
る
点
に
つ
い
て
右
の
よ
う
な
伺
の
な
さ
れ
る
こ
と
は
、
政
府
内
務
省
の

た
や
す
く
予
測
し
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
前
記
八
年
四
月
一
〇
日
の
内
務
省
指
令
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
府
県
地
方
官

に
第
一
次
的
な
救
助
の
判
断
を
委
ね
、
最
大
五
〇
目
の
救
助
施
行
を
認
め
た
こ
と
が
い
か
に
も
不
本
意
で
あ
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
読

み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
と
に
、
千
葉
県
伺
第
一
条
及
び
兵
庫
県
伺
第
二
条
の
ご
と
き
地
方
官
の
理
解
を
ま
の
あ
た
り
に
し
て
、
早
急

に
何
ら
か
の
手
を
う
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
内
務
省
は
、
こ
こ
に
お
い
て
、
血
救
規
則
に
よ
る
救
助
を
極
端

　
　
　
憧
救
規
則
の
成
立
と
人
民
協
救
の
優
先
（
赤
石
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
七



　
　
　
早
法
五
七
巻
三
号
（
一
九
八
二
）

に
補
足
的
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
必
要
を
見
出
す
こ
と
に
な
る
。

三
〇
八

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
窮
民
憧
救
申
請
調
査
箇
条
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
八
年
五
旦
三
日
、
内
務
省
は
太
政
官
に
あ
て
て
長
文
の
伺
を
発
し
、
笹
救
規
則
施
行
に
関
す
る
県
官
の
心
得
を
詳
細
に
規
定
し
た
窮

民
憶
救
申
請
調
査
箇
条
の
達
示
方
に
つ
い
て
そ
の
決
を
仰
い
だ
。
そ
こ
で
は
、
内
務
省
自
身
が
認
め
る
次
の
よ
う
な
諸
点
、
す
な
わ
ち
、

①
　
県
官
に
お
い
て
専
行
救
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
の
あ
る
こ
と
、
②
　
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
人
民
相
互
の
情
誼
を
も
っ
て

す
る
説
諭
は
何
の
意
味
も
も
た
な
い
こ
と
、
③
官
の
済
憧
を
一
朝
に
し
て
改
め
も
し
く
は
廃
止
す
る
こ
と
は
治
安
上
の
見
地
か
ら
も
で

き
な
い
こ
と
、
㈲
　
か
く
て
、
官
に
お
い
て
済
憧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
、
各
地
区
々
の
処
分
を
生
ず
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
こ

（
1
5
）と
な
ど
は
、
何
れ
も
ど
こ
か
へ
お
き
わ
す
れ
ら
れ
た
か
の
観
を
呈
し
て
い
る
。
内
務
省
は
、
ま
ず
、
憧
救
規
則
を
一
般
公
布
し
た
こ
と
に

よ
る
弊
害
を
述
べ
、
で
き
る
な
ら
ば
内
規
則
に
ひ
き
も
ど
す
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
人
民
の
失
望
を
招
き
、
ま
た
政

府
軽
忽
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
の
で
、
ま
ず
は
、
憧
救
規
則
施
行
に
つ
い
て
の
地
方
官
の
心
得
を
府
県
に
達
し
、
能
う
か
ぎ
り
官
費
節
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

を
は
か
り
、
市
村
内
隣
保
協
救
の
情
誼
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
県
官
心
得
に
関
す
る
達
示
の
件
は
、
八
年
六
月
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

日
の
太
政
官
指
令
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、
七
月
三
目
、
内
務
省
達
乙
第
八
五
号
、
窮
民
憧
救
申
請
調
査
箇
条
と
し
て
府
県
に
示
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
内
務
省
の
考
え
で
、
ま
ず
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
不
得
止
一
時
の
難
に
処
す
る
こ
と
を
も

っ
て
本
旨
と
す
る
と
い
う
窮
民
救
助
に
対
す
る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
血
窮
ノ
則
タ
ル
ヤ
人
民
保
護
上
仁

恵
ノ
御
趣
旨
ヨ
リ
無
告
ノ
小
民
目
下
凍
酸
二
迫
ル
ヲ
観
ル
ニ
不
忍
一
時
不
得
止
施
行
ス
ル
モ
ノ
」
で
あ
っ
て
、
決
し
て
「
通
常
一
般
ノ
典



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
掲
）

故
ト
看
敏
」
す
べ
ぎ
で
な
い
こ
と
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
初
期
一
般
救
貧
法
の
運
用
が
、
大
蔵
省
管
掌
下
に
お
け
る
罹

災
窮
民
一
時
救
助
の
系
譜
か
ら
ぬ
け
き
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
後
述
の
ご
と
く
、
こ
う
し
て
血
救
規
則
が
一
時
規
則
の
性
格
を
強

く
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
に
対
応
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
県
治
条
例
中
窮
民
一
時
救
助
規
則
が
廃
止
、
更
定
さ
れ
、
規
定
の
整
備
拡

充
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
お
い
て
は
、
右
内
務
省
伺
と
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
成
立
し
た
窮
民
憧
救
申
請
調
査

箇
条
各
条
か
ら
、
窮
民
救
助
行
政
担
当
省
た
る
内
務
省
の
考
え
方
を
さ
ら
に
み
て
み
よ
う
。

　
ω
　
ま
ず
、
調
査
箇
条
第
一
条
は
、
規
則
各
条
の
要
件
該
当
の
有
無
に
つ
き
調
査
の
厳
正
た
る
べ
き
こ
と
を
指
示
し
、
憩
救
規
則
に
よ

る
べ
き
も
の
は
、
独
身
老
幼
廃
疾
疾
病
等
に
よ
っ
て
何
ら
の
業
も
な
す
能
わ
ず
、
事
実
赤
貧
に
し
て
曾
て
他
に
保
育
す
る
者
も
な
い
全
く

の
無
告
の
窮
民
の
み
に
限
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
す
る
。
「
唯
年
齢
廃
疾
等
ノ
名
義
ニ
ョ
リ
救
助
伺
出
ル
等
ノ
儀
コ
レ
ア
リ

テ
ハ
位
救
規
則
ノ
趣
旨
ニ
モ
乖
戻
」
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
規
則
各
条
に
該
当
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
、
直
ち

に
救
助
を
申
請
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
例
え
ば
、
た
と
え
七
〇
年
以
上
の
者
ま
た
は
廃
疾
の

者
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
業
に
よ
っ
て
は
、
生
産
の
道
が
立
つ
者
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
の
理
解
に
立
つ
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、
「
篤
ト

現
場
ノ
実
況
ヲ
査
定
シ
真
二
不
得
止
者
而
己
具
状
イ
タ
ス
ヘ
シ
」
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
実
質
、
施
行
細
則
た
る
調
査
箇
条
に
よ

っ
て
、
憧
救
規
則
そ
の
も
の
を
改
め
た
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
②
第
一
条
で
、
救
助
の
対
象
た
り
う
る
者
を
曾
て
他
に
保
育
す
る
者
も
な
い
全
く
の
無
告
の
窮
民
に
限
定
せ
よ
と
定
め
た
こ
と
と
関

連
し
て
、
第
二
条
で
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
市
村
内
あ
る
い
は
隣
保
の
情
誼
に
よ
っ
て
互
に
協
救
仕
来
る
ご
と
き
は
、
別
段
官
の
給
与
を
乞

わ
な
い
こ
と
を
も
っ
て
本
旨
と
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
官
救
申
請
に
先
立
っ
て
こ
れ
ら
地
縁
的
救
助
が
全
く
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う

　
　
　
血
救
規
則
の
成
立
と
人
民
協
救
の
優
先
（
赤
石
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
九
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三
一
〇

府
県
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
本
条
は
、
第
一
条
と
結
合
し
て
、
規
則
各
条
に
該
当
す
る
要
救
助
者
に
対
し
て
一
般
に
救
助
を

拒
否
す
る
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
位
救
規
則
成
立
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
市
村
隣
保
に
よ
る
救

　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
）

助
の
払
底
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
ら
に
よ
る
救
助
が
不
行
届
で
あ
る
場
合
に
も
救
助
を
拒
否
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　
⑥
　
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
市
村
隣
保
の
情
誼
に
よ
っ
て
互
に
協
救
し
て
き
た
場
合
は
、
そ
の
手
当
が
不
足
で
あ
っ
て
、
幾
分
か
を
官

よ
り
仰
が
な
く
て
は
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
部
分
の
み
を
給
与
す
る
も
の
と
し
た
の
で
あ

る
（
第
三
条
）
。
公
的
扶
助
法
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
補
足
性
原
理
の
明
治
的
表
現
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
そ
う
し

た
点
に
関
す
る
調
査
ま
で
が
地
方
官
の
任
務
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
㈲
　
規
則
第
三
条
の
疾
病
を
原
因
と
す
る
救
助
対
象
は
、
一
三
年
以
上
七
〇
年
以
下
の
労
働
力
人
口
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
者
が
事
実

救
助
を
必
要
と
す
る
も
の
か
否
か
の
調
査
は
、
一
層
厳
密
た
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。
調
査
箇
条
第
四
条
は
、
全
快
の
期
を
篤
と
調
査
し

て
荏
再
支
給
等
の
な
い
よ
う
注
意
す
べ
き
も
の
と
し
、
第
五
条
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
漫
然
と
疾
病
あ
る
い
は
病
者
と
だ
け
記
載
し

て
き
た
救
助
申
請
は
今
後
認
め
な
い
方
針
で
臨
む
も
の
と
し
、
申
請
雛
形
に
の
っ
と
っ
て
、
何
年
何
月
よ
り
何
病
に
罹
っ
た
か
を
明
記
す

べ
き
も
の
と
し
た
。
そ
の
場
合
に
も
、
従
前
親
戚
あ
る
い
は
市
村
隣
保
等
の
情
誼
に
よ
り
助
力
を
受
け
て
き
た
が
不
行
届
と
な
っ
た
こ
と
、

ま
た
は
、
手
業
を
も
っ
て
生
計
を
営
ん
で
き
た
が
終
に
な
す
能
わ
ざ
る
状
態
に
な
っ
た
こ
と
、
さ
り
と
て
他
に
保
養
す
べ
き
者
も
な
い
こ

と
等
々
、
そ
の
事
実
を
詳
悉
記
載
し
て
具
申
す
べ
き
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
⑥
　
そ
し
て
、
病
者
に
規
則
但
書
所
定
の
家
人
あ
る
場
合
は
、
救
助
申
請
書
に
そ
の
旨
記
載
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
（
第
五
条
但
書
）
。

こ
れ
は
、
八
年
二
月
二
七
日
の
太
政
官
指
令
に
よ
っ
て
、
内
務
省
中
の
内
規
と
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
一
家
数
人
救
助
と
の
関
連
に
お



　
　
　
　
　
（
2
1
）

い
て
問
題
と
な
る
。
憶
救
規
則
で
は
、
本
人
が
老
幼
廃
疾
疾
病
等
で
余
の
家
人
も
七
〇
年
以
上
一
五
年
以
下
で
あ
る
と
い
う
場
合
、
こ
れ

を
独
身
に
準
ず
る
も
の
と
認
め
、
本
人
に
の
み
所
定
の
憧
額
を
給
与
す
る
定
め
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
戸
主
一
人
に
限
っ
て

救
助
す
る
と
い
う
の
で
は
、
事
実
に
お
い
て
捨
置
き
難
き
情
故
も
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
内
務
省
自
身
の
伺
出
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

す
べ
て
を
規
則
に
照
ら
し
て
救
助
す
る
こ
と
を
内
規
則
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
本
件
内
務
省
伺
の
三
か
月
前
の
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
内
務
省
は
こ
こ
に
、
「
一
家
数
人
疾
病
等
ニ
テ
悉
皆
救
助
出
願
ノ
如
キ
ハ
其
患
苦
切
迫
ノ
中
ニ
モ
又
厚
薄
モ
可
有

之
故
二
予
テ
当
省
内
規
則
ヲ
以
伺
済
ノ
ケ
条
へ
照
ラ
シ
適
度
増
減
斜
酌
」
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
と
も
と
内
務
省

の
内
規
で
あ
っ
た
も
の
を
府
県
に
布
達
す
る
に
つ
い
て
は
、
憧
救
規
則
布
達
の
轍
を
踏
ま
ぬ
よ
う
、
厳
格
な
枠
を
つ
け
て
こ
れ
を
な
す
こ

と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
右
伺
文
中
に
適
度
増
減
斜
酌
す
る
と
い
っ
て
も
、
も
っ
ぱ
ら
「
減
」
に
重
点
が
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
具
体
的
に
は
、
こ
れ
は
、
調
査
箇
条
第
八
条
に
、
「
一
家
数
人
ノ
救
助
二
及
フ
ト
キ
ハ
各
自
給
与
ヲ
致
サ
ス
ト
モ
其
適

度
に
斜
酌
シ
可
成
丈
減
省
ヲ
見
込
ミ
伺
出
ツ
可
シ
」
と
い
う
か
た
ち
で
示
さ
れ
た
。
一
家
数
人
が
生
活
を
共
同
に
す
る
場
合
に
生
ま
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

共
通
部
分
減
省
の
考
え
方
に
由
来
す
る
も
の
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
妥
当
性
を
も
ち
う
る
も
の
で
あ
る
。

　
⑥
規
則
前
文
に
定
め
ら
れ
た
五
〇
日
を
限
度
と
す
る
地
方
官
の
応
急
的
措
置
に
つ
い
て
は
、
調
査
箇
条
第
六
条
に
「
同
上
ニ
ヨ
リ
五

十
日
以
内
給
与
シ
申
請
ノ
節
嗣
糊
磯
鶉
リ
何
日
分
ト
記
載
伺
出
ヘ
シ
」
と
規
定
さ
れ
た
。
こ
こ
に
「
同
上
ニ
ヨ
リ
」
と
い
う
の
は
、
右
の
調

査
箇
条
各
条
が
掲
げ
る
地
方
官
の
心
得
す
べ
て
を
包
含
し
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
申
請
の
際
五
〇
日
以
内
を
限
り
、
何
月
何
日

よ
り
何
日
ま
で
何
日
分
と
明
記
し
て
伺
出
る
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
な
お
、
こ
の
五
〇
日
以
内
の
分
給
与
取
計
の
伺
に
つ
い
て
は
、
九
年
四
月
二
一
日
、
内
務
省
達
乙
第
四
九
号
を
も
っ
て
府
県
に
達
し
、

　
　
　
位
救
規
則
の
成
立
と
人
民
協
救
の
優
先
（
赤
石
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
一



　
　
　
早
法
五
七
巻
三
号
（
一
九
八
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
レ

「
自
今
例
規
二
適
当
ノ
分
ハ
別
段
不
及
伺
施
行
済
ヲ
以
血
救
ノ
事
故
給
与
ノ
起
日
米
額
金
員
又
ハ
全
愈
死
没
等
二
因
リ
救
助
差
止
ノ
期
日

ヲ
詳
記
シ
三
ヶ
月
分
取
東
ネ
金
額
受
取
方
可
申
出
」
き
も
の
と
し
、
「
尤
明
治
八
年
当
省
乙
第
八
十
五
号
達
之
通
相
心
得
不
相
当
無
之
様

可
致
注
意
」
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
「
同
規
則
本
文
に
該
当
す
る
者
は
五
〇
日
内
外
の
区
別
な
く
地
方
官
に
お
い
て
救
助
実
施
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

上
で
内
務
省
に
報
告
す
れ
ば
足
り
る
こ
と
と
し
た
」
と
の
見
方
も
あ
る
が
、
こ
の
達
は
、
「
血
救
規
則
二
依
ル
救
助
五
十
日
以
内
ノ
分
不

　
（
2
6
）

及
伺
件
」
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
救
助
五
〇
日
以
内
の
分
に
つ
い
て
も
一
件
ご
と
に
伺
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
を
や
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

本
人
へ
の
血
救
米
石
代
金
支
給
方
（
八
年
四
月
二
九
日
大
蔵
省
達
乙
第
六
三
号
）
に
あ
わ
せ
て
、
三
か
月
分
取
束
ね
て
金
額
受
取
方
申
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
28
）

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
地
方
官
の
な
す
べ
き
救
助
の
基
準
は
規
則
中
に
明
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
規
則

布
達
と
同
時
に
、
伺
出
を
要
す
る
「
地
方
官
ノ
見
計
」
に
よ
る
救
助
は
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
す
る
疑
問
（
前
述
、
七
年
二
一
月

二
七
目
兵
庫
県
伺
）
は
、
こ
の
達
に
よ
っ
て
一
応
の
回
答
を
え
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
の
調
査
箇
条
第
七
条
は
給
与
の
憧
額
に
つ
い
て
の
心
得
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
か
年
一
石
八
斗
を
限
度
額
と
す
る
内
務
省
の

考
え
方
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
れ
以
内
で
足
り
る
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
数
量
、
実
地
至
当
に
勘
酌
し
、
適
宜
の
所
分
は
苦
し

か
ら
ず
と
す
る
。
県
官
の
裁
量
に
よ
る
減
省
を
奨
励
す
る
の
で
あ
る
。
憧
救
規
則
成
立
の
契
機
と
な
っ
た
滋
賀
県
か
ら
の
伺
を
は
じ
め
、

規
則
制
定
前
の
各
県
か
ら
の
救
助
方
具
状
の
う
ち
、
年
一
石
八
斗
の
割
を
下
ま
わ
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
た
こ
と
に
鑑
み
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
内
務
省
は
も
と
も
と
、
そ
う
し
た
救
助
申
請
に
つ
い
て
は
、
県
官
具
状
の
低
い
憧
額
の
ま
ま
認
め
よ
う
と
す
る
態
度
で
一
貫
し
て
い

　
　
　
（
2
9
）

た
の
で
あ
る
。

　
内
務
省
が
憧
救
規
則
の
運
用
に
つ
い
て
右
の
よ
う
な
県
官
の
心
得
を
布
達
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
位
救
規
則
布
達
の
結
果
、
各
県
か
ら



の
救
助
申
請
が
殺
到
し
た
こ
と
に
原
因
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
ひ
と
え
に
府
県
一
般
へ
の
「
公
布
」
が
招
い
た
事
態
で
あ
る
と
す

　
　
　
　
（
30
）

る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
内
務
省
伺
に
い
う
無
知
無
漸
の
小
民
が
、
一
時
の
窮
迫
を
口
実
に
、
規
則
に
相
当
す
る
と
き
は
必
ず
政
府
に

救
助
を
求
め
る
か
ど
う
か
は
お
く
と
し
て
も
、
当
時
、
「
全
国
中
規
則
ノ
名
義
に
相
当
セ
ル
者
幾
許
ソ
山
豆
枚
挙
二
逞
ア
ラ
ン
ヤ
」
と
い
う

状
況
に
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
か
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
要
救
助
者
一
般
に
救
与
す
る
も
の
と
し
た
の
で
は
、
財
政
上
、
政

府
は
そ
の
負
担
に
堪
え
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
っ
た
。
内
務
省
は
こ
れ
を
危
惧
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
人
民

が
健
壮
の
時
に
勉
強
耐
忍
そ
の
生
計
を
営
み
、
節
倹
し
て
余
財
を
蓄
え
る
の
は
、
一
つ
に
は
老
病
患
難
に
そ
な
え
る
た
め
で
あ
り
、
一
つ

に
は
子
孫
の
計
ら
い
の
た
め
に
す
る
の
で
あ
る
が
、
も
し
規
則
を
通
常
一
般
の
典
故
と
み
な
す
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
意
欲
を
失
わ

せ
、
「
小
民
ヲ
シ
テ
勤
労
貯
財
ノ
念
ヲ
拒
絶
ス
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ
」
と
。
憧
窮
法
の
確
立
は
人
民
不
虞
に
備
え
る
の
意
識
を
失
わ
せ
、
規
則

に
適
当
す
る
こ
と
を
も
っ
て
救
助
を
申
請
す
る
こ
と
が
慣
習
化
す
る
よ
う
な
事
態
と
な
る
こ
と
を
何
よ
り
も
お
そ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
よ
り
さ
き
、
こ
の
よ
う
な
内
務
省
の
主
張
に
あ
わ
せ
た
よ
う
に
貯
金
預
り
規
則
が
定
め
ら
れ
、
八
年
五
月
二
日
よ
り
郵
便
貯
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

制
度
が
実
施
に
う
つ
さ
れ
た
。
そ
の
際
の
八
年
四
月
四
日
内
務
省
駅
逓
寮
公
告
は
、
右
と
関
連
し
て
頗
る
興
味
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、　

　
凡
ソ
窮
巷
随
衙
二
住
ス
ル
小
民
モ
皆
万
物
ノ
霊
ト
シ
テ
之
ヲ
尊
ム
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
健
康
ニ
シ
テ
予
メ
疾
病
ノ
患
ヲ
防
キ
壮
時
二
方
テ

　
　
老
後
ヲ
慮
リ
能
ク
其
生
計
ヲ
経
営
シ
吾
独
立
ノ
権
ヲ
保
存
ス
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ

　
　
に
は
じ
ま
り
、

　
　
然
ル
ニ
下
等
一
般
ノ
人
民
朝
二
在
テ
タ
ヲ
謀
ラ
ス
得
レ
ハ
即
チ
之
ヲ
費
シ
甚
シ
キ
ハ
節
倹
貯
積
ヲ
以
恥
ト
為
ス
ノ
風
ア
を
一
至
レ
リ

　
　
　
血
救
規
則
の
成
立
と
人
民
協
救
の
優
先
（
赤
石
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
二
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三
一
四

　
　
故
二
一
旦
病
二
罹
リ
或
ハ
老
テ
親
族
ナ
ケ
レ
ハ
妻
子
ヲ
酸
シ
其
身
ヲ
凍
シ
自
ラ
窮
阪
ノ
極
二
陥
リ
寛
二
他
人
ノ
累
ヲ
為
ス
実
二
歎
息

　
　
ノ
至
リ
ナ
ラ
ス
ヤ
山
豆
万
物
ノ
霊
タ
ル
ヘ
ケ
ン
ヤ

　
　
と
し
て
、
宵
越
し
の
銭
を
持
た
ぬ
こ
と
を
美
徳
と
す
る
風
潮
を
強
く
い
ま
し
め
、

　
　
因
テ
今
般
小
民
ノ
為
メ
貯
金
預
局
ヲ
設
ケ
ラ
レ
此
民
人
ヲ
シ
テ
能
ク
節
倹
ノ
風
ヲ
興
シ
余
金
ア
ラ
ハ
之
レ
ヲ
貯
蓄
シ
テ
其
健
時
壮
時

　
　
二
在
テ
凍
饅
ノ
難
ヲ
防
キ
兼
テ
産
業
資
本
ヲ
堅
フ
シ
其
独
立
ノ
生
ヲ
畢
へ
人
ノ
霊
タ
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ヲ
大
二
満
足
セ
シ
メ
ン
タ
メ
老

　
　
少
男
女
何
人
二
限
ラ
ス
金
十
銭
以
上
ハ
預
ケ
得

　
　
る
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
郵
便
局
に
お
け
る
貯
金
事
務
は
「
漸
次
京
都
大
坂
ヨ
リ
各
地
二
広
ク
施
行
」
す
べ
き
も
の

　
　
と
さ
れ
、
そ
の
た
め
、
区
戸
長
、
教
員
、
傭
主
は
、

　
　
篤
ク
此
挙
ノ
盛
意
ヲ
戴
キ
能
ク
此
規
則
ヲ
弁
了
シ
小
民
徒
弟
僕
碑
ヲ
教
諭
シ
以
ヲ
恒
産
ア
ラ
シ
メ
以
テ
風
俗
ヲ
厚
ク
セ
ン
コ
ト
ヲ

　
求
め
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
、
た
と
え
一
〇
銭
の
貯
金
と
い
え
ど
も
、
要
救
助
窮
民
に
無
縁
の
も
の
た
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
む

し
ろ
、
こ
う
し
て
集
め
ら
れ
た
郵
便
貯
金
が
、
政
府
に
よ
っ
て
い
か
な
る
使
途
に
供
さ
れ
る
の
か
が
重
要
だ
が
、
右
に
み
た
よ
う
に
、
そ

の
制
度
発
足
の
趣
旨
に
は
、
内
務
省
が
調
査
箇
条
を
も
っ
て
、
憧
救
規
則
施
行
に
関
す
る
県
官
の
心
得
を
布
達
せ
ん
と
し
た
意
図
と
共
通

の
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
開
拓
使
管
下
で
は
、
北
海
道
並
樺
太
州
賑
憧
規
則
創
定
に
あ
わ
せ
て
、
従
来
行
な
っ
て
き

た
救
助
．
手
当
を
廃
止
し
た
が
、
そ
の
際
、
「
常
々
遊
惰
二
耽
リ
候
者
ハ
自
然
飢
餓
ノ
患
モ
可
有
之
」
と
し
て
、
不
慮
万
一
に
備
え
、
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

力
を
も
っ
て
出
精
稼
働
、
貯
金
蓄
財
し
、
こ
の
さ
き
官
の
厄
介
に
な
ら
ぬ
よ
う
説
諭
す
る
達
の
あ
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



三
　
惰
民
醸
成
へ
の
警
戒

内
務
省
伺
中
、
も
う
一
つ
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
れ
が
、
「
欧
米
各
国
窮
民
ヲ
処
ス
ル
ノ
法
二
於
テ
利
害
ノ
論
喋
々
タ

ル
所
以
」
に
ふ
れ
、
「
今
政
府
二
於
テ
血
窮
ノ
法
ヲ
確
立
シ
貧
弱
老
衰
必
ス
救
懐
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
示
サ
ハ
新
タ
ニ
政
府
過
大
ノ
冗
費
ヲ
増

ス
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
人
民
ヲ
シ
テ
自
然
不
虞
二
備
ル
ノ
務
ヲ
怠
リ
独
立
ノ
心
ヲ
失
ヒ
特
二
政
府
二
椅
頼
シ
テ
己
レ
カ
老
病
貧
弱
ヲ
救
ハ
シ
ム
ル

ヲ
以
テ
慣
習
ト
ナ
サ
ン
如
此
ナ
レ
ハ
終
二
良
民
瀬
惰
二
流
レ
勉
励
研
精
ノ
念
ヲ
失
ハ
シ
ム
ル
ニ
至
ラ
ン
欺
憶
窮
ノ
狼
リ
ニ
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル

ヤ
可
想
」
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
惰
民
醸
成
の
弊
害
を
憂
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
救
貧
観
に
つ
い
て
は
、
福
沢
諭
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
啓
蒙
思
想
家
の
著
作
に
み
え
る
救
貧
論
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
、
こ
れ
ら
啓
蒙
的
救
貧
思
想
が
、
政
府
内
務
省
に

よ
る
救
助
抑
制
の
た
め
、
開
明
的
説
明
を
提
供
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
憧
救
規
則
が
救
助
対
象
と
し

た
の
は
老
幼
廃
疾
疾
病
の
自
営
不
能
者
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
救
助
割
合
も
、
内
務
省
自
身
、
「
夫
々
活
法
二
出
テ
柳
不
相
当
ハ
無

（
34
）之
」
も
の
と
考
え
る
大
蔵
省
管
掌
下
の
取
扱
例
及
び
北
海
道
並
樺
太
州
賑
血
規
則
の
振
合
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
規
則
そ
れ
自
体

に
惰
民
醸
成
の
要
因
は
な
い
は
ず
な
の
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
問
題
に
な
り
う
る
の
は
、
規
則
第
三
条
及
び
第
四
条
に
よ
る
救
助
で
あ
る
。

疾
病
ま
た
は
幼
年
に
よ
っ
て
救
助
を
受
け
る
者
は
、
将
来
自
営
可
能
状
態
に
復
し
、
ま
た
は
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
格
を
喪
失
す
る
か
ら

で
あ
る
。
と
く
に
独
身
の
者
疾
病
中
の
救
助
は
、
自
営
不
能
の
認
定
及
び
終
期
見
極
め
の
点
で
む
ず
か
し
い
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
た
め
に
は
、
調
査
箇
条
に
お
い
て
漫
然
救
助
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
し
、
精
密
な
調
査
を
命
ず
れ
ば
充
分
な
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
内
務
省
が
惰
民
醸
成
を
お
そ
れ
た
の
は
、
憧
救
規
則
が
人
民
の
間
に
浸
透
し
、
人
民
に
お
い
て
自
分
が
そ
こ
に
定
め
る
救
助

　
　
　
憧
救
規
則
の
成
立
と
人
民
協
救
の
優
先
（
赤
石
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
五
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三
一
六

の
要
件
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
を
覚
知
し
う
る
よ
う
な
状
況
が
一
般
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
内
務
省
は
憧
救
規
則
が
「
一
般
公
布
」
さ
れ

た
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
人
民
の
自
助
・
自
立
の
意
識
を
弱
め
、
要
救
助
状
態
に
あ
る
こ
と
を
理
由
に
政
府
に
救
助
を
求

め
る
こ
と
を
当
然
と
考
え
る
よ
う
な
事
態
に
発
展
す
る
の
を
お
そ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
内
務
省
は
前
記
伺
中
に
、
「
唯
当
省
内

規
則
ノ
、
・
・
二
備
ン
ト
ス
ル
ノ
趣
意
ヨ
リ
上
申
セ
シ
処
何
等
御
都
合
モ
之
レ
ア
リ
シ
ヤ
客
冬
第
百
六
十
二
号
ヲ
以
一
般
ノ
公
布
ニ
ヨ
リ
」
と

い
い
、
血
窮
の
則
を
「
通
常
一
般
ノ
典
故
ト
看
徴
」
す
こ
と
、
「
政
府
二
於
テ
憧
窮
ノ
法
ヲ
確
立
」
す
る
こ
と
の
弊
を
述
べ
た
う
え
、
「
就

テ
ハ
予
テ
内
規
則
二
備
ル
積
リ
ヲ
以
伺
出
置
候
コ
ニ
モ
有
之
労
一
般
公
布
ノ
儀
御
取
消
ノ
方
可
然
哉
」
と
太
政
官
に
迫
る
の
で
あ
る
。
内

務
省
の
非
難
は
あ
げ
て
規
則
「
公
布
」
の
一
点
に
集
中
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
更
公
布
取
消
も
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
調
査
を
厳

正
に
し
、
惰
民
の
介
在
す
る
余
地
を
完
全
に
奪
う
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
調
査
箇
条
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
布
達
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
っ
た
。
後
述
の
ご
と
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
も
と
も
と
労
働
力
あ
る
貧
民
を
救
助
対
象
と
す
る
罹
災
時
に
お
け
る
窮
民
一
時
救
助

規
則
に
も
、
そ
の
影
響
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
で
、
内
務
省
の
主
張
す
る
惰
民
醸
成
の
間
題
に
つ
い
て
少
し
く
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
点
に
ふ
れ
た
最
初
の
法
令
は
二
年
八
月
二

　
　
　
　
　
　
（
35
）

五
日
の
太
政
官
布
告
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
有
名
な
節
倹
の
詔
を
う
け
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
末
尾
に
、
「
但
救
荒
ハ
一

時
之
変
二
処
ス
ル
事
ニ
テ
総
而
遊
手
徒
食
之
者
無
之
様
仕
方
立
最
可
為
急
務
事
」
と
付
言
さ
れ
て
い
る
の
を
み
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
よ
う
な
但
書
が
付
さ
れ
た
理
由
は
、
布
告
本
文
の
、
「
兵
馬
之
後
庶
民
未
タ
安
堵
二
至
ラ
サ
ル
折
柄
当
年
諸
道
不
作
物
価
日

増
二
騰
貴
無
告
之
窮
民
ハ
勿
論
一
同
之
難
渋
差
迫
リ
殊
更
東
京
ハ
近
来
衰
微
之
醐
人
ロ
ハ
従
前
之
通
莫
大
ニ
テ
遊
民
最
多
ク
漸
次
産
業
二

基
ク
ヘ
キ
御
施
法
モ
未
行
届
カ
セ
ラ
レ
サ
ル
中
今
日
ノ
姿
二
相
成
」
と
い
う
状
況
を
考
え
れ
ば
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、



救
血
の
対
象
と
な
っ
た
者
の
中
に
は
労
働
能
力
あ
る
者
を
含
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
救
荒
一
時
の
変
に
対
す
る
救
憧
は
、
版
籍

奉
還
後
の
府
県
奉
職
規
則
（
二
年
七
月
二
七
日
）
や
廃
藩
置
県
後
の
県
治
条
例
（
四
年
一
一
月
二
七
日
）
中
に
示
さ
れ
た
窮
民
一
時
救
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
36
）

規
則
を
と
お
し
て
中
央
と
直
結
さ
れ
、
各
地
地
方
官
の
見
計
い
に
よ
る
処
分
は
次
第
に
駆
逐
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
実
施
・
施
行
に

は
逐
一
届
出
ま
た
は
伺
出
を
要
す
る
も
の
と
さ
れ
、
た
と
え
届
出
で
あ
っ
て
も
、
不
都
合
な
点
が
あ
れ
ば
改
め
て
差
図
し
、
ま
た
、
窮
民

一
人
の
救
助
に
つ
い
て
ま
で
伺
出
を
求
め
る
な
ど
強
い
中
央
の
統
御
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
救
助
の
結
果
遊
手
徒
食
の
も
の
が
出

る
と
い
っ
た
こ
と
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
惰
民
醸
成
が
云
々
さ
れ
る
余
地
を
強
い
て
求
め
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

士
族
、
こ
と
に
有
禄
士
族
に
対
す
る
救
助
を
問
題
に
す
る
場
合
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
ご
と
く
、
憧
救
規
則
が
各
府
県
に
布
達
さ
れ
た
直
後

の
七
年
一
二
月
二
五
日
、
千
葉
県
は
、
「
士
族
タ
リ
ト
モ
無
禄
ノ
者
ハ
同
様
済
位
相
成
候
儀
二
候
ヤ
」
と
の
伺
を
発
し
、
内
務
よ
り
「
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
37
）

面
伺
ノ
道
」
と
の
指
令
を
え
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
こ
に
認
め
ら
れ
た
無
禄
士
族
に
対
す
る
憧
救
規
則
の
適
用
が
、
各
府
県
に
向
け
て
明

ら
か
に
さ
れ
た
形
跡
は
な
く
、
士
族
に
対
す
る
適
用
が
正
式
に
認
め
ら
れ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
四
年
あ
ま
り
を
経
過
し
た
二
年
一
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

二
〇
日
内
務
省
達
乙
第
八
七
号
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
規
則
各
条
の
要
件
に
該
当
す
る
か
ぎ
り
、
無
禄
士
族
と
平
民
と
を
区
別
す
る
必
要
は

な
い
が
、
士
族
に
つ
い
て
は
、
平
民
と
異
な
り
、
授
産
の
た
め
の
特
別
措
置
が
と
ら
れ
た
い
き
さ
つ
も
あ
り
、
惰
民
醸
成
の
危
険
は
平
民

の
場
合
よ
り
も
高
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
例
を
掲
げ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

　
七
年
八
月
二
三
目
、
若
松
県
は
、
各
県
よ
り
帰
来
す
る
無
禄
無
産
の
貫
属
の
授
産
に
関
し
て
伺
を
発
し
、

　
　
縦
ヒ
官
林
並
荒
蕪
地
ヲ
配
布
ス
ル
ト
難
ト
モ
固
ヨ
リ
流
離
困
弊
ノ
徒
ナ
レ
ハ
家
作
資
本
金
モ
無
之
到
底
下
手
ノ
端
緒
難
相
著
自
然
凍

　
　
鹸
二
陥
ル
ヘ
ク
ハ
勿
論
ノ
ミ
万
一
其
際
二
至
ラ
ハ
政
府
二
於
テ
不
得
止
多
少
ノ
金
穀
ヲ
費
シ
救
憧
ノ
方
法
不
相
立
候
テ
ハ
相
成
間
敷

　
　
　
憧
救
規
則
の
成
立
と
人
民
協
救
の
優
先
（
赤
石
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
七



　
　
　
早
法
五
七
巻
三
号
（
一
九
八
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
八

　
　
然
ル
ニ
其
場
限
リ
ノ
事
ニ
テ
ハ
依
然
タ
ル
窮
民
他
日
復
タ
此
患
ナ
キ
ヲ
保
タ
ス
随
テ
飢
ユ
レ
ハ
随
テ
救
ヒ
終
二
窮
極
ナ
キ
コ
ナ
レ
ハ

　
　
一
時
ノ
失
費
不
被
為
厭
御
仁
典
ヲ
以
テ
永
久
ノ
産
業
確
乎
相
立
候
様
イ
タ
シ
度

と
し
て
、
戸
数
三
千
三
百
四
十
二
戸
（
人
口
一
万
二
千
八
百
七
十
七
人
）
に
、
一
戸
四
十
円
宛
、
合
計
金
十
三
万
三
千
六
百
八
十
円
の
家

作
資
本
金
の
下
渡
方
を
願
出
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
う
け
た
内
務
省
は
、
県
の
予
想
に
反
し
、
「
書
面
伺
ノ
趣
ハ
難
聞
届
各
勉
力
奮
起

其
所
長
ノ
業
二
従
事
自
営
自
立
候
様
精
々
教
督
誘
導
可
有
之
尤
老
幼
病
者
等
ニ
テ
目
下
飢
渇
二
迫
難
差
置
分
ハ
明
治
七
年
百
六
十
二
号
公

布
笹
救
規
則
二
照
準
可
取
計
事
」
と
の
指
令
按
を
具
し
、
太
政
官
に
上
申
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
指
令
按
は
次
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
っ

て
立
案
さ
れ
た
。

　
　
当
今
若
松
県
下
へ
編
籍
寄
留
ノ
者
共
ヘ
ハ
青
森
県
所
属
ノ
節
若
干
ノ
米
金
拝
戴
イ
タ
シ
候
者
ト
モ
ニ
候
処
今
又
磯
寒
困
窮
二
陥
り
候

　
　
ハ
畢
寛
瀬
惰
自
招
ト
モ
可
申
欺
往
時
立
藩
ノ
際
ハ
自
ラ
他
藩
ト
異
同
有
之
故
ヲ
以
テ
非
常
ノ
御
賑
憧
モ
数
回
有
之
爾
来
今
日
二
至
リ

　
　
テ
ハ
一
般
同
一
ニ
テ
独
リ
此
族
二
限
り
別
段
ノ
御
所
置
相
成
候
テ
ハ
偏
重
偏
軽
二
渉
リ
其
当
難
得
元
来
一
万
有
余
名
ノ
者
共
挙
テ
老

　
　
幼
病
者
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
有
之
間
敷
各
所
長
ノ
業
二
従
来
勉
力
イ
タ
シ
候
ヘ
ハ
失
食
ノ
理
ハ
無
之
筈
二
候
処
固
ヨ
リ
他
ノ
救
援
ヲ
仰
テ
僥

　
　
倖
ト
シ
度
々
ノ
恩
恵
二
慣
レ
候
者
共
二
付
此
上
愈
扶
テ
愈
儘
レ
候
ハ
必
然
却
テ
勉
力
発
動
ノ
途
ヲ
塞
キ
候
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
人
民
一
般
保

　
　
護
ノ
用
二
可
充
歳
租
ヲ
以
テ
惰
民
ノ
資
養
二
供
シ
候
理
ハ
無
之
因
テ
今
般
伺
ノ
趣
御
聞
届
難
相
成
ハ
勿
論
急
度
御
督
呵
有
之
可
然

内
務
省
は
労
働
能
力
あ
る
者
と
そ
う
で
な
い
者
と
を
区
別
し
、
前
者
に
つ
い
て
は
救
助
を
峻
拒
す
る
反
面
、
士
族
で
あ
っ
て
も
老
幼
病
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

等
の
労
働
不
能
者
に
つ
い
て
は
、
血
救
規
則
に
照
準
取
計
ら
お
う
と
す
る
。
本
件
を
審
査
し
た
左
院
も
ま
た
内
務
省
の
見
解
に
同
調
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

た
め
、
八
年
三
月
九
日
、
太
政
官
も
ま
た
「
伺
ノ
通
」
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
若
松
県
が
救
助
申
請
し
た
貫
属
の
情
態
は
、



　
　
敦
レ
モ
農
商
家
二
雑
居
シ
或
ハ
莚
菰
ヲ
地
二
籍
イ
テ
床
ト
為
シ
或
ハ
菜
菰
ヲ
米
二
混
シ
テ
粥
ト
為
シ
或
ハ
一
領
ノ
衣
父
子
兄
弟
相
換

　
　
ヘ
テ
被
キ
以
テ
縄
二
風
雨
ヲ
避
ケ
磯
寒
ヲ
支
ユ
ル
モ
一
家
亦
将
サ
ニ
保
タ
サ
ラ
ン
ト
ス
故
二
貫
属
強
壮
ノ
徒
先
般
海
陸
軍
両
省
選
兵

　
　
徴
募
ノ
命
二
応
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
我
身
一
タ
ヒ
家
ヲ
離
ル
レ
ハ
老
幼
忽
チ
活
露
ヲ
失
ス
ル
カ
為
二
空
ク
志
ヲ
齎
ラ
シ
テ
止
ム
モ
ノ
　

　
　
カ
ラ
ス
且
ツ
近
頃
二
至
テ
ハ
諸
物
価
騰
貴
二
因
テ
一
層
困
弊
ヲ
極
メ
随
テ
家
賃
等
追
々
通
債
ト
ナ
リ
自
カ
ラ
人
民
二
厭
棄
セ
ラ
レ
身

　
　
ヲ
托
ス
ヘ
キ
所
ナ
キ
者
往
々
有
之
況
ヤ
当
年
降
雪
ヨ
リ
来
歳
消
雪
ノ
頃
マ
テ
ハ
徒
手
籠
居
必
ス
凍
酸
二
陥
ル
者
殆
ト
半
二
至
ル
ヘ
シ

と
い
う
の
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
が
鱗
寒
困
窮
に
陥
っ
た
の
は
、
畢
寛
瀬
惰
、
自
ら
招
く
も
の
と
い
う
べ
く
今
ま
た
か
れ
ら
を
救
助
す
る
こ

と
は
、
歳
租
を
も
っ
て
惰
民
の
資
養
に
供
す
る
も
の
と
き
め
つ
け
ら
れ
た
。
士
族
の
窮
乏
は
日
を
お
う
に
従
っ
て
進
ん
で
い
た
が
、
こ
れ

に
対
す
る
特
別
の
取
扱
い
、
す
な
わ
ち
、
移
住
開
墾
、
授
産
を
も
っ
て
す
る
救
助
措
置
が
か
え
っ
て
惰
民
醸
成
に
つ
な
が
る
と
い
う
の
で

あ
っ
て
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
至
急
に
新
し
い
方
向
づ
け
が
は
か
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
右
の
伺
指
令
は
、
士
族
に
つ

い
て
も
、
救
助
の
焦
点
を
次
第
に
老
幼
病
者
等
に
絞
り
、
や
が
て
一
般
の
扶
助
法
の
適
用
へ
移
行
す
べ
き
方
向
を
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。

八
年
一
二
月
二
八
日
の
内
務
省
伺
は
、
士
族
の
窮
迫
を
救
う
た
め
の
地
所
立
木
の
低
価
払
下
げ
は
こ
れ
を
や
め
、
ま
ず
貸
渡
し
て
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

て
、
一
五
年
を
経
て
就
産
の
実
効
を
確
認
し
た
う
え
で
払
下
げ
る
こ
と
に
し
た
い
旨
述
べ
、
太
政
官
も
こ
れ
を
聞
届
け
て
い
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

た
と
え
薄
禄
で
あ
っ
て
も
、
家
禄
を
有
す
る
者
に
対
し
て
罹
災
救
助
金
を
貸
下
げ
る
こ
と
な
ど
は
相
成
り
が
た
き
も
の
と
さ
れ
た
反
面
、

無
禄
の
者
に
対
し
て
は
、
憶
救
規
則
の
適
用
を
認
め
る
前
述
の
よ
う
な
指
令
も
あ
ら
わ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
士
族
に
対
し
で
、
惟
救

規
則
及
び
窮
民
一
時
救
助
規
則
に
よ
る
救
助
が
正
式
に
認
め
ら
れ
る
に
は
、
金
禄
公
債
証
書
発
行
条
例
（
九
年
八
月
五
日
太
政
官
布
告
第

一
〇
八
号
）
に
よ
っ
て
家
禄
制
の
廃
止
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
後
、
証
書
の
書
入
質
入
売
買
の
禁
止
も
解
か
れ
た
後
の
一
一
年
二
戸

　
　
　
憧
救
規
則
の
成
立
と
人
民
協
救
の
優
先
（
赤
石
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
九



　
　
　
早
法
五
七
巻
三
号
（
一
九
八
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
〇

二
〇
目
、
内
務
省
達
乙
第
八
七
号
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
士
族
と
平
民
と
を
区
別
し
て
き
た
最
大
の
根
拠
が
こ
う
し
て
失
わ

れ
た
こ
と
は
、
士
族
の
窮
乏
を
決
定
的
な
も
の
と
し
、
異
別
の
取
扱
い
を
な
す
べ
ぎ
理
由
も
こ
こ
に
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。

四
　
篤
行
奇
特
者
の
賞
与

　
さ
き
に
み
た
よ
う
に
、
天
下
の
小
民
に
勤
労
貯
財
の
意
欲
を
失
わ
せ
る
と
し
て
血
救
規
則
を
通
常
一
般
の
典
故
と
す
る
こ
と
に
反
対
し

た
内
務
省
は
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
郵
便
貯
金
の
制
度
を
用
意
し
、
疾
病
老
後
に
備
え
る
の
必
要
を
力
説
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

ほ
か
に
も
、
窮
民
血
救
申
請
調
査
箇
条
の
布
達
と
時
を
同
じ
く
し
て
篤
行
奇
特
者
賞
与
常
例
が
制
定
さ
れ
、
県
治
条
例
中
の
窮
民
一
時
救

助
規
則
が
新
定
さ
れ
た
こ
と
を
見
落
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず
、
八
年
七
月
一
〇
日
、
太
政
官
達
第
＝
二
号
を
も
っ
て
府
県
に
示
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

れ
た
篤
行
奇
特
者
賞
与
常
例
に
つ
い
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
孝
子
貞
婦
義
僕
等
の
篤
行
者
と
、
学
校
病
院
道
路
橋
梁
済
貧
憧
窮
等
へ
費
用

を
出
摘
す
る
奇
特
者
と
に
対
す
る
賞
例
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
篤
行
者
及
び
奇
特
者
賞
与
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
す
べ
て
そ
の
都

度
伺
を
経
て
施
行
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
、
篤
行
者
に
対
す
る
賞
与
常
例
と
奇
特
者
に
対
す
る
賞
盃
規
則
を

定
め
、
以
後
こ
れ
に
照
ら
し
て
賞
与
方
取
計
い
、
毎
月
末
に
そ
の
事
由
及
び
金
員
等
を
内
務
省
に
届
出
る
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
篤
行
者
賞
与
常
例
は
、
賞
与
す
べ
き
者
を
三
等
に
分
ち
、
「
篤
行
郡
邑
二
秀
テ
秀
人
之
ヲ
称
誉
」
す
る
も
の
を
一
等
賞
と
し
て
金
五
円

以
下
三
円
以
上
を
、
同
「
郷
閻
二
顕
レ
郷
党
之
ヲ
称
誉
」
す
る
も
の
を
二
等
賞
と
し
て
金
二
円
五
十
銭
以
下
一
円
五
十
銭
以
上
を
、
同

「
近
隣
二
聞
へ
親
戚
朋
友
之
ヲ
称
誉
」
す
る
も
の
を
三
等
賞
と
し
て
金
一
円
以
下
五
十
銭
以
上
を
賞
与
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
孝
子
貞
婦

義
僕
の
ご
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
年
、
一
〇
年
、
五
年
以
上
志
操
を
変
ぜ
ず
、
よ
く
そ
の
道
を
尽
せ
し
こ
と
を
も
っ
て
右
の
基
準
で
賞



与
す
る
も
の
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
志
行
他
に
比
類
な
き
者
に
つ
い
て
は
、
右
各
年
数
以
内
で
あ
っ
て
も
こ
れ
に
照
準
し
て
よ
い
も
の
と

し
、
ま
た
、
金
額
に
つ
い
て
も
、
そ
の
行
状
が
絶
類
で
あ
っ
て
こ
の
規
程
に
照
準
し
が
た
い
ほ
ど
の
も
の
に
つ
い
て
は
内
務
省
へ
伺
出
づ

べ
ぎ
も
の
と
す
る
。
で
は
、
こ
こ
で
篤
行
郡
邑
に
秀
で
、
郷
閻
に
顕
れ
、
ま
た
は
近
隣
に
聞
え
、
衆
人
、
郷
党
、
ま
た
は
親
戚
朋
友
こ
れ

を
称
誉
す
る
と
い
っ
た
者
は
、
具
体
的
に
は
い
か
な
る
者
が
該
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
孝
子
貞
婦
義
僕
が
独
立
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
以
外
の
者
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
従
来
、
こ
れ
ら
孝
悌
者
以
外
の
者
で
褒
賞
の
対
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
妬
）

た
り
え
た
も
の
は
、
職
業
出
精
者
、
奉
公
誠
実
の
者
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
元
年
一
二
月
の
賑
憧
金
下
賜
例
則
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、

こ
れ
ら
は
孝
子
貞
婦
義
僕
な
ど
よ
り
一
段
低
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
永
年
志
操
不
変
の
右
孝
悌
者
と
同
列
に
扱
う
こ
と
は
疑
問
な
し
と
し

な
い
。
か
く
て
、
こ
こ
に
賞
与
常
例
を
設
け
た
意
図
は
、
忠
孝
兼
備
の
者
ま
た
は
貞
孝
兼
備
の
者
を
含
め
た
孝
悌
者
の
顕
彰
に
あ
っ
た
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
孝
悌
者
が
貧
困
と
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
を
顕
彰
す
る
こ
と
は
、

調
査
箇
条
に
示
さ
れ
た
人
民
相
互
の
情
誼
に
よ
る
協
救
を
補
強
す
る
役
割
を
も
つ
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
賞
盃
授
与
の
対

象
と
さ
れ
る
奇
特
者
の
中
に
、
学
校
病
院
道
路
橋
梁
の
ほ
か
済
貧
血
窮
の
費
用
を
差
出
し
た
者
を
含
め
て
い
る
こ
と
と
も
対
応
す
る
も
の

で
あ
る
。
奇
特
者
賞
盃
規
則
は
、
勅
奏
任
官
及
び
華
族
を
除
い
て
、
出
金
四
千
円
未
満
の
分
に
つ
き
、
金
高
に
よ
り
賞
盃
を
下
渡
す
も
の

で
あ
る
が
、
「
尤
盃
ハ
追
テ
可
下
渡
旨
達
置
金
高
詳
記
速
二
内
務
省
へ
申
出
其
品
送
致
ヲ
請
フ
ヘ
シ
」
と
し
て
、
政
府
と
し
て
は
も
っ
ぽ

ら
出
金
高
に
関
心
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
は
面
白
い
。
ま
た
、
「
金
高
拾
円
未
満
ノ
分
ハ
褒
詞
取
計
置
人
名
並
金
員
ト
モ
月
末

二
取
束
ネ
詳
細
同
省
へ
可
届
出
事
」
と
し
な
が
ら
、
「
出
金
高
四
千
円
以
上
ノ
分
ハ
其
都
度
内
務
省
へ
可
伺
出
事
」
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
調
査
箇
条
に
よ
っ
て
救
助
縮
小
の
方
策
を
打
出
し
た
反
面
に
お
い
て
、
篤
行
奇
特
者
に
対
す
る
賞
与
常
例
を
制
定
し
た
の

　
　
　
憧
救
規
則
の
成
立
と
人
民
協
救
の
優
先
（
赤
石
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
一



　
　
　
早
法
五
七
巻
三
号
（
一
九
八
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
ニ
ニ

で
あ
り
、
こ
の
頃
よ
り
、
有
志
に
よ
る
貧
院
あ
る
い
は
施
療
病
舎
設
立
の
願
出
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
位
救
規
則
前
文
に
う
た
わ

れ
た
人
民
相
互
の
情
誼
に
よ
る
済
貧
血
窮
方
法
設
置
の
実
現
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
願
出
に
対
し
て
、
内
務
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

は
、
原
則
と
し
て
「
有
志
ノ
者
相
対
ヲ
以
テ
施
行
候
儀
ハ
不
苦
」
と
の
考
え
を
も
っ
て
臨
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

　
三
井
組
の
育
児
方
法
願
出
の
例
を
掲
げ
よ
う
。
八
年
九
月
一
二
日
、
東
京
府
は
、
三
井
組
よ
り
の
育
児
方
法
願
出
を
う
け
て
内
務
省
に

伺
出
た
の
で
あ
る
が
、
該
伺
は
貧
院
の
設
置
に
つ
き
、
こ
れ
を
政
府
が
行
な
う
場
合
と
有
志
が
行
な
う
場
合
と
を
対
比
さ
せ
、
幾
分
皮
肉

を
こ
め
て
、
「
政
府
二
於
テ
貧
院
相
設
候
ハ
却
テ
姑
息
二
相
当
リ
其
弊
亦
不
　
既
文
明
国
中
其
弊
害
ノ
論
説
追
々
出
候
趣
候
得
共
有
志
ノ

施
行
ハ
最
奇
特
ノ
儀
」
で
あ
る
と
し
、
「
且
書
面
規
則
モ
厳
正
ニ
テ
聞
届
可
然
存
候
処
先
例
モ
無
之
儀
故
一
応
相
伺
候
也
」
と
述
べ
る
。

三
井
組
総
代
三
野
村
利
左
衛
門
の
願
書
は
、

　
　
近
来
金
銭
ノ
融
通
梗
塞
致
候
ヨ
リ
動
産
物
ノ
活
動
ヲ
失
ヒ
夫
カ
タ
メ
小
前
ノ
者
ト
モ
活
計
ノ
道
困
難
ノ
余
家
属
大
勢
ノ
者
ハ
児
童
ノ

　
　
養
育
難
行
届
処
ヨ
リ
遂
二
市
街
二
棄
置
候
者
日
一
日
ヨ
リ
多
ク
現
二
当
組
私
有
貸
地
ノ
内
二
於
テ
モ
先
般
来
数
回
及
見
聞
次
第
モ
御

　
　
座
候
此
体
ヲ
以
推
察
仕
候
得
ハ
亘
万
ノ
細
民
中
ニ
ハ
心
得
違
ニ
テ
故
殺
叉
ハ
堕
胎
致
候
者
モ
幾
分
力
可
有
之
凡
人
情
二
於
テ
児
孫
ヲ

　
　
愛
護
セ
サ
ル
ノ
念
ア
ラ
サ
ル
者
ハ
無
之
道
理
ナ
ル
ニ
往
々
右
様
残
忍
惨
毒
ノ
所
業
二
立
至
候
ハ
其
父
母
タ
ル
モ
ノ
天
理
ヲ
弁
ヘ
サ
ル

　
　
ノ
致
ス
処
ト
申
ナ
カ
ラ
其
身
活
計
ノ
困
難
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
一
両
人
児
ア
ル
者
ハ
之
ヲ
養
育
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ヨ
リ
シ
テ
良
心
ヲ
浬
滅

　
　
シ
テ
愛
児
ヲ
故
殺
シ
又
ハ
棄
置
等
ノ
所
業
ヲ
致
上
ハ
　
朝
庭
人
命
ヲ
重
セ
ラ
ル
・
ノ
盛
意
二
惇
リ
下
ハ
其
身
天
地
二
容
ラ
レ
サ
ル
ノ

　
　
罪
跡
ヲ
招
ク
処
ヘ
モ
推
及
候
儀
ト
実
以
欄
憐
ノ
至
二
不
堪
奉
存
候

　
　
と
述
べ
、



　
　
素
ヨ
リ
富
メ
ル
者
ハ
貧
キ
ヲ
笹
ム
ハ
人
間
ノ
通
義
ナ
レ
ハ
当
組
二
於
テ
モ
充
分
救
笹
ノ
カ
ヲ
尽
シ
申
度
意
中
ニ
ハ
候
へ
共
近
来
各
所

　
　
取
引
先
破
産
退
転
等
ノ
者
陸
続
相
踵
キ
且
ハ
金
融
凝
滞
ノ
タ
メ
貸
付
ノ
取
立
利
子
ノ
収
入
モ
捗
取
不
申
随
テ
右
救
憧
ノ
方
法
モ
充
分

　
　
ニ
ハ
難
行
届
候

　
　
と
し
な
が
ら
、

　
　
乍
去
自
今
細
民
ノ
危
急
片
時
モ
傍
視
ス
ヘ
キ
場
合
二
無
之
二
付
闇
店
隷
属
二
至
迄
モ
非
常
ノ
節
倹
ヲ
行
ヒ
先
窮
民
ノ
児
童
養
育
致
兼

　
　
候
者
五
百
人
ヲ
限
リ
此
方
法
御
許
可
ノ
日
ヨ
リ
向
キ
十
ケ
年
間
ヲ
一
期
ト
シ
十
ケ
年
十
三
万
円
余
ノ
見
積
ヲ
以
テ
指
向
救
位
ノ
儀
取

　
　
行
申
度

　
　
と
す
る
。

　
　
そ
し
て
さ
ら
に
、

　
　
元
来
其
数
ヲ
限
リ
候
テ
ハ
一
般
二
難
行
届
ハ
当
然
ノ
儀
ニ
テ
甚
不
本
意
二
候
得
共
何
分
此
上
ノ
資
力
ハ
及
カ
タ
ク
就
テ
ハ
外
二
同
志

　
　
ノ
者
有
之
当
組
育
児
方
二
加
入
ヲ
望
ム
人
有
之
候
ハ
・
其
加
入
ノ
数
丈
ケ
ヲ
漸
次
二
増
加
致
シ
当
組
引
受
分
ハ
イ
ッ
迄
モ
五
百
人
ヨ

　
　
リ
減
シ
不
申
且
又
此
他
ノ
方
法
ヲ
設
ケ
テ
救
育
致
候
人
有
之
ハ
猶
以
重
畳
二
奉
存
候
左
候
得
ハ
終
ニ
ハ
一
般
二
行
届
候
辺
ヘ
モ
相
運

　
　
ヘ
キ
哉
二
奉
存
候
区
々
ノ
微
衷
宜
ク
御
諒
察
御
許
可
奉
願
候

　
　
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
有
志
率
先
施
行
の
気
慨
を
看
取
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
済
憧
施
行
の
重
点
が
人
民
相
互
の
情
誼
に
よ
る
協
救
へ
と
移
行

し
た
こ
と
に
よ
る
し
わ
よ
せ
を
甘
受
し
、
こ
の
む
と
こ
の
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
協
力
せ
ざ
る
を
え
な
い
三
井
組
の
立
場
を

　
　
　
佃
救
規
則
の
成
立
と
人
民
協
救
の
優
先
（
赤
石
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
三



　
　
　
早
法
五
七
巻
三
号

窺
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

（
一
九
八
二
）

三
二
四

五
　
棄
児
対
策
の
進
展

　
血
救
規
則
に
よ
る
救
助
の
窓
口
を
狭
め
た
こ
と
が
直
接
原
因
と
な
っ
た
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
右
の
申
立
書
に
も
述
べ
て
い
る

と
お
り
、
当
時
、
活
計
困
難
の
た
め
棄
児
す
る
者
が
あ
と
を
た
た
な
か
っ
た
。
三
井
組
の
育
児
方
法
願
書
で
は
、
そ
の
原
因
を
、
「
近
来

金
銭
ノ
融
通
梗
塞
致
候
ヨ
リ
」
と
考
え
る
こ
と
が
特
徴
だ
が
、
政
府
と
し
て
も
、
「
養
育
難
行
届
処
ヨ
リ
遂
二
市
街
二
棄
置
候
者
目
一
日
ヨ

リ
多
ク
」
と
い
っ
た
状
況
に
対
し
て
、
至
急
に
何
ら
か
の
手
を
う
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
棄
児
は
元
来
憶
救
規
則
に
よ
る
救
助
の
枠
外

に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
養
育
に
か
か
る
費
用
は
公
費
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
面
を
含
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
調
査
箇
条
成
立
前
に

お
い
て
は
、
棄
児
を
し
た
者
が
判
明
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
が
他
の
犯
罪
に
よ
り
懲
役
あ
る
い
は
絞
斬
に
処
せ
ら
れ
、
他
に
該
児
を
養
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

す
る
者
が
な
い
と
き
は
、
棄
児
の
名
目
を
罷
め
、
独
身
二
二
歳
以
下
の
者
救
助
の
規
定
に
照
準
取
扱
う
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
棄
児
に
対
す
る
救
助
措
置
が
調
査
箇
条
後
い
か
な
る
経
過
を
た
ど
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。

　
血
救
規
則
布
達
に
よ
っ
て
、
憧
救
米
、
棄
児
養
育
米
等
の
支
給
方
法
に
関
す
る
達
が
大
蔵
省
よ
り
府
県
に
発
せ
ら
れ
た
の
は
、
八
年
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

月
二
九
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
八
年
七
月
三
日
、
内
務
省
よ
り
調
査
箇
条
が
出
る
や
、
棄
児
養
育
米
の
支
給
も
当
然
そ
の
影
響

を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
50
）

　
八
年
一
月
（
日
欠
）
、
岩
手
県
は
棄
児
の
名
義
と
戸
籍
の
記
載
に
関
し
て
次
の
伺
を
発
し
た
。

　
　
棄
児
養
育
米
被
下
ノ
間
或
ハ
預
中
ノ
者
ハ
無
論
棄
児
ノ
唱
ヲ
難
脱
儀
二
候
得
共
貰
受
人
有
之
子
弟
ト
定
ム
ル
モ
生
涯
其
唱
ヲ
不
免
シ



　
　
テ
自
然
卑
屈
ノ
域
ヲ
出
ル
コ
能
ハ
ス
乍
然
貰
人
子
弟
ト
定
ム
ル
モ
全
養
父
兄
タ
ル
ヲ
不
免
儀
ニ
テ
養
子
タ
ル
モ
ノ
養
実
父
名
ヲ
連
掲

　
　
ス
ル
ハ
戸
籍
法
一
般
ノ
書
式
二
候
得
ハ
縦
令
幾
年
ヲ
経
ル
モ
削
除
ス
ヘ
キ
道
理
ハ
無
之
棄
児
ノ
如
キ
ハ
其
実
父
ア
ル
ヲ
不
知
者
二
付

　
　
死
二
至
ル
ノ
年
迄
棄
児
ノ
称
ヲ
掲
載
ス
ヘ
キ
儀
二
候
哉
（
第
三
条
）

こ
れ
に
対
す
る
内
務
省
の
指
令
は
か
な
り
遷
延
し
、
八
年
一
二
月
四
日
に
発
せ
ら
れ
た
。

　
　
齢
十
三
年
迄
ハ
肩
書
等
棄
児
ト
致
シ
右
年
齢
ヲ
過
ク
レ
ハ
実
父
母
不
詳
ト
記
載
ス
ヘ
キ
事

　
　
　
但
十
三
年
以
内
ト
難
養
子
二
貰
受
候
者
有
之
棄
児
養
育
米
ヲ
仰
ガ
ザ
ル
ニ
至
ラ
ハ
直
二
本
条
ノ
通
記
載
ス
ヘ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

　
棄
児
養
育
米
に
関
し
て
は
、
四
年
六
月
二
〇
日
、
府
藩
県
に
あ
て
た
太
政
官
達
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
所
預
り
の
分
だ
け
で
な
く
、
貰

受
人
あ
る
分
に
つ
い
て
も
、
当
歳
よ
り
一
五
歳
ま
で
年
々
米
七
斗
を
給
与
す
る
定
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
六
年
四
月
二
五
日
、
太
政
官

　
　
　
　
　
（
5
2
）

布
告
第
二
二
八
号
に
よ
っ
て
、
支
給
年
限
が
満
二
二
年
に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
右
の
内
務
省
指
令
に
い
う
齢
一
三
年
も
こ
れ
に
則
っ

た
も
の
で
あ
る
。
岩
手
県
伺
は
い
わ
ば
子
の
立
場
に
立
っ
て
棄
児
の
名
称
の
戸
載
記
載
に
つ
い
て
内
務
省
の
指
示
を
仰
い
だ
の
で
あ
っ
た

が
、
内
務
省
は
、
も
っ
ば
ら
養
育
米
の
給
与
を
必
要
と
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
こ
れ
を
処
置
し
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
棄
児
の
名
称
が

抹
消
さ
れ
る
た
め
に
は
、
四
年
六
月
以
来
認
め
ら
れ
て
き
た
養
育
米
受
給
を
貰
受
人
が
辞
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
仮
に
こ
れ
が
実
現
さ
れ
て
指
令
本
文
の
通
り
「
実
父
母
不
詳
」
と
記
載
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
「
棄
児
」
の
肩
書
と
ど

れ
ほ
ど
違
う
意
味
を
も
つ
か
は
疑
問
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

　
右
の
内
務
省
指
令
に
接
し
た
岩
手
県
で
は
、
折
返
し
九
年
一
月
二
七
目
伺
を
も
っ
て
、
齢
二
二
歳
以
内
の
棄
児
に
つ
き
貰
受
人
が
あ

り
、
そ
の
長
男
と
さ
れ
た
場
合
に
、
棄
児
の
称
呼
と
養
育
米
受
給
の
有
無
と
の
関
係
に
つ
い
て
申
牒
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
内
務
省
は

　
　
　
憧
救
規
則
の
成
立
と
人
民
協
救
の
優
先
（
赤
石
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
五



　
　
　
早
法
五
七
巻
三
号
（
一
九
八
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
六

二
月
二
二
日
付
を
も
っ
て
さ
き
の
指
令
の
趣
旨
を
説
明
し
、

　
　
昨
八
年
十
二
月
指
令
ノ
趣
ハ
自
費
ヲ
以
養
育
致
候
節
其
児
称
呼
ノ
儀
二
候
処
…
…
其
貰
受
人
猶
養
育
米
ヲ
請
フ
時
ハ
棄
児
齢
十
三
年

　
　
二
至
ル
迄
ハ
支
給
致
ヘ
ク
且
養
育
米
ヲ
受
ル
間
ハ
棄
児
ノ
名
義
消
滅
不
致
儀
ト
可
相
心
得
事

と
述
べ
た
。
棄
児
の
名
称
の
存
否
は
養
子
に
貰
受
け
る
と
否
と
に
よ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
該
棄
児
が
自
費
養
育
さ
れ
る
か
否
か
に
か
か

る
の
で
あ
る
。
内
務
省
の
関
心
は
も
っ
ば
ら
養
育
米
受
給
の
有
無
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
附
籍
の
棄
児
に
つ
き
、
養
育
米
満

期
前
に
養
育
米
受
給
を
辞
退
し
、
自
費
を
以
て
養
育
す
べ
く
出
願
し
た
者
に
対
し
て
は
、
内
務
省
は
、
「
奇
特
ノ
儀
二
付
指
向
於
其
県
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

詞
取
計
置
猶
満
期
ノ
後
二
到
リ
委
詳
具
状
更
二
可
伺
出
候
事
」
と
指
令
す
る
の
で
あ
る
。
本
件
の
よ
う
な
養
育
米
返
上
者
の
取
扱
い
に
つ

い
て
、
「
賞
与
御
規
則
モ
無
之
候
二
付
病
院
貧
院
等
へ
寄
附
金
候
者
二
照
準
シ
至
当
ノ
御
賞
誉
有
之
度
」
と
す
る
伺
元
茨
城
県
の
考
え
は

そ
の
後
内
務
省
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

　
棄
児
に
対
す
る
自
費
養
育
奨
励
の
た
め
、
内
務
省
は
ま
ず
、
九
年
九
月
二
五
目
達
乙
第
一
一
〇
号
を
も
っ
て
、
各
府
県
一
〇
旦
三
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

現
在
の
棄
児
人
員
を
取
調
べ
差
出
す
べ
き
も
の
と
し
、
そ
の
た
め
の
書
式
雛
形
を
示
す
。
そ
し
て
、
一
〇
年
四
月
二
三
日
達
乙
第
四
三
号

を
も
っ
て
、
自
費
養
育
者
賞
与
取
計
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
達
示
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
棄
児
養
育
之
儀
齢
満
十
三
年
以
内
二
自
費
養
育
願
出
候
者
ハ
聞
届
置
追
テ
該
児
満
拾
三
年
二
至
リ
シ
時
学
校
病
院
等
へ
年
賦
寄
附
金

　
　
之
振
合
二
拠
り
賞
与
可
相
成
二
付
右
年
限
間
養
育
米
代
積
ヲ
以
テ
明
治
八
年
太
政
官
第
百
廿
一
号
公
達
二
照
ラ
シ
賞
与
可
取
計
此
旨

　
　
相
達
候
事

　
　
　
但
明
治
四
辛
未
年
六
月
以
来
自
費
養
育
願
出
既
二
聞
届
置
候
者
モ
本
文
之
通
可
相
心
得
事



こ
う
し
て
、
四
年
六
月
以
来
、
養
育
米
の
支
給
を
受
け
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
棄
児
に
対
し
て
、
で
き
る
だ
け
自
費
養
育
に
付
す
る
方
針

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
自
力
で
養
育
し
て
き
た
棄
児
が
満
二
二
年
に
達
し
な
い
う
ち
に
死
没
し
た
場
合
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
57
）

も
、
養
育
者
に
対
し
て
米
価
を
積
算
し
て
賞
与
せ
し
む
る
も
の
と
さ
れ
、
ま
た
、
養
育
米
給
与
の
棄
児
を
貰
受
け
て
自
力
養
育
す
る
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

は
、
該
棄
児
を
養
子
の
名
義
を
以
て
貰
受
け
た
場
合
で
も
賞
与
施
行
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
の
賞
与
さ
れ
る
自
費
養
育
者
の
範
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
59
）

は
、
一
〇
年
七
月
九
日
の
内
務
省
達
乙
第
六
四
号
に
よ
っ
て
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
、
明
治
四
年
六
月
以
前
に
養
育
方
願
出
、
現
今
自
費
養
育

の
者
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
60
）

　
な
お
、
八
年
太
政
官
達
第
二
二
号
の
篤
行
奇
特
者
賞
与
常
例
は
、
一
四
年
一
二
月
七
日
の
太
政
官
布
告
第
六
三
号
、
褒
賞
条
例
の
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

布
に
伴
い
、
同
日
制
定
さ
れ
た
太
政
官
達
第
一
〇
三
号
、
褒
賞
条
例
取
扱
手
続
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
る
が
、
新
条
例
の
施
行
（
一
五
年
一

月
一
日
）
に
よ
り
、
旧
賞
与
常
例
下
で
自
費
養
育
中
の
者
は
、
学
校
病
院
道
路
橋
梁
済
貧
憧
窮
等
の
費
途
へ
年
賦
出
金
年
限
内
の
者
と
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
62
）

も
に
、
明
治
一
四
年
を
以
て
区
域
を
立
て
、
そ
の
金
高
に
対
し
て
、
旧
常
例
に
よ
り
賞
与
取
計
う
も
の
と
さ
れ
た
。

六
　
窮
民
一
時
救
助
規
則
の
新
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

　
篤
行
奇
特
者
賞
与
常
例
成
立
の
二
日
後
、
八
年
七
月
一
二
日
の
太
政
官
達
第
一
二
二
号
を
も
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
県
治
条
例
中
窮
民
一
時

救
助
規
則
が
廃
止
さ
れ
、
さ
ら
に
同
規
則
が
制
定
さ
れ
た
。
窮
民
一
時
救
助
規
則
は
、
地
方
行
政
制
度
の
整
備
の
過
程
、
す
な
わ
ち
、
元

年
八
月
五
日
の
京
都
府
規
則
の
頒
示
、
二
年
二
月
五
日
の
府
県
施
政
順
序
、
同
年
七
月
二
七
日
の
府
県
奉
職
規
則
等
の
あ
と
を
う
け
て
、

二
年
一
二
月
八
目
、
民
部
省
が
水
火
災
の
際
の
窮
民
救
助
措
置
を
定
め
た
も
の
が
基
盤
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
四
年
二
月
二
七
日

　
　
　
憧
救
規
則
の
成
立
と
人
民
協
救
の
優
先
（
赤
石
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
七



　
　
　
早
法
五
七
巻
三
号
（
一
九
八
一
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
64
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

の
県
治
条
例
中
に
県
治
事
務
章
程
別
紙
と
し
て
制
定
さ
れ
、
翌
五
年
五
月
二
二
日
の
更
定
を
経
て
こ
こ
に
新
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
五
年

五
月
二
二
目
太
政
官
達
無
号
に
よ
る
更
定
は
、
「
以
上
ノ
諸
件
ハ
伺
出
二
不
及
第
二
常
備
金
ノ
内
ヲ
以
テ
速
二
施
行
ス
ヘ
シ
但
一
ケ
月
毎

二
届
出
ツ
ヘ
シ
」
と
あ
っ
た
の
を
、
「
…
…
速
二
施
行
シ
明
細
書
ヲ
以
テ
受
取
ノ
儀
可
申
立
事
」
と
改
め
た
に
と
ど
ま
る
が
、
こ
こ
に
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

定
さ
れ
た
窮
民
一
時
救
助
規
則
で
は
、
具
体
的
な
救
助
の
内
容
に
わ
た
っ
て
、
次
の
よ
う
な
重
要
な
変
化
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
内
務

省
は
、
調
査
箇
条
に
お
い
て
市
村
隣
保
の
情
誼
に
よ
る
協
救
に
あ
ら
た
め
て
重
要
な
地
位
を
与
え
、
そ
れ
が
血
救
規
則
に
よ
る
救
助
に
優

先
す
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
水
火
風
震
連
村
連
市
に
及
ぶ
罹
災
に
あ
っ
て
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
情
誼
に
期
待

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
規
則
改
正
の
理
由
は
こ
の
点
に
求
め
ら
れ
る
。

　
ω
　
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
罹
災
者
に
対
す
る
救
助
米
は
、
男
一
人
一
日
米
三
合
（
麦
は
六
合
雑
穀
は
九
合
）
、
女
同
米
二
合
（
麦
は
四
合

雑
穀
は
六
合
）
で
あ
り
、
ま
た
、
六
〇
歳
以
上
一
五
歳
以
下
の
男
は
女
の
割
合
で
支
給
さ
れ
る
定
め
で
あ
っ
た
の
が
、
憧
救
規
則
に
よ
っ

て
労
働
能
力
者
の
範
囲
を
七
〇
歳
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
に
応
じ
て
、
こ
こ
で
も
、
七
〇
歳
以
上
一
五
歳
以
下
の
者
に
つ
き
女
の
割
合
を
も

っ
て
支
給
す
る
も
の
と
さ
れ
た
（
六
〇
歳
か
ら
六
九
歳
の
者
は
増
額
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
）
。
男
米
三
合
女
二
合
支
給
は
、
各
玄
米
三
合
．

二
合
支
給
と
改
め
ら
れ
、
罹
災
原
因
も
水
火
災
の
ほ
か
風
震
が
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
但
書
の
「
身
元
可
ナ
リ
ニ
テ
自
存
ス
ル
者
ハ
此
例
二

入
ル
ヲ
許
サ
ス
」
か
ら
「
自
存
ス
ル
者
」
の
一
句
を
削
り
、
「
自
元
可
ナ
リ
ノ
者
」
は
、
自
存
の
可
否
を
論
ぜ
ず
、
救
助
の
対
象
か
ら
外

さ
れ
た
（
第
一
条
）
。
扶
助
能
力
あ
る
身
元
の
存
在
が
救
助
の
欠
格
条
件
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
②
　
自
ら
家
屋
を
営
む
こ
と
能
わ
ざ
る
者
に
対
す
る
家
屋
料
の
貸
与
は
、
小
屋
掛
け
を
営
む
こ
と
能
わ
ざ
る
者
に
対
す
る
貸
渡
と
い
う

か
た
ち
に
な
り
、
一
軒
五
両
乃
至
三
両
五
年
賦
返
納
の
点
は
、
一
戸
五
円
乃
至
三
円
五
年
賦
返
納
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
「
若
他
二
異
ナ



ル
事
情
ア
ラ
ハ
其
処
置
見
込
取
調
伺
出
ヘ
シ
」
と
あ
っ
た
の
が
削
除
さ
れ
、
こ
れ
に
か
わ
っ
て
、
「
借
家
住
居
或
ハ
同
居
ノ
者
ハ
此
限
二

非
ス
」
と
さ
れ
た
（
第
二
条
）
。
特
別
の
事
情
に
よ
る
特
別
の
救
助
措
置
は
廃
止
さ
れ
、
罹
災
し
た
借
家
人
、
同
居
人
の
地
位
は
考
慮
し

な
い
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
⑥
　
類
焼
し
て
農
具
に
差
支
え
る
者
に
対
す
る
農
具
代
の
貸
与
は
、
類
焼
の
場
合
に
限
ら
ず
、
水
火
風
震
の
場
合
を
含
む
も
の
と
な
っ

た
が
、
そ
の
額
に
枠
が
は
め
ら
れ
、
「
多
キ
モ
一
戸
十
円
ヲ
瞼
ユ
可
カ
ラ
ス
」
と
さ
れ
た
（
第
三
条
）
。
ま
た
、
対
象
と
な
る
農
具
の
中
か

ら
鋤
は
除
外
さ
れ
た
ご
と
く
で
あ
る
。

　
¢
D
　
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
次
の
二
規
定
が
お
か
れ
た
。

　
　
　
　
　
第
四
条

　
　
一
流
行
病
二
罹
リ
目
下
飢
餓
二
迫
ル
者
ア
ラ
ハ
第
一
条
ノ
例
二
処
シ
テ
後
其
事
情
ヲ
具
シ
速
二
内
務
省
へ
届
出
ヘ
シ

　
　
　
　
　
第
五
条

　
　
一
連
村
連
市
一
時
二
暴
災
二
罹
リ
目
下
窮
困
二
迫
ル
者
十
日
以
内
ハ
焚
出
米
ヲ
給
与
シ
其
災
害
ノ
景
況
二
因
リ
小
屋
掛
ヲ
営
ミ
一
時

　
　
　
ノ
急
ヲ
救
フ
マ
適
宜
タ
ル
ヘ
シ
岬
轡
β
楼
財
矩
、
雇
型
緬
動
雛
酸
渥
蛎
罐
紅
教
培
境
鵬
ス

流
行
病
に
つ
い
て
は
、
別
に
、
医
薬
を
中
心
と
し
た
救
済
措
置
を
定
め
る
「
悪
病
流
行
ノ
節
貧
困
ノ
者
処
分
概
則
」
（
八
年
四
月
八
日
太

　
　
　
　
　
（
6
7
）

政
官
達
第
四
九
号
）
が
あ
る
。
窮
民
一
時
救
助
規
則
が
右
の
規
定
を
お
い
た
の
は
、
流
行
病
は
一
村
一
郡
に
と
ど
ま
ら
ず
、
流
行
重
劇
全

国
に
灘
漫
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
暴
災
の
連
村
連
市
に
及
ぶ
と
き
は
人
民
相
互
の
情
誼
に
ま
か
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、

か
く
て
官
救
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
場
合
に
、
各
地
区
々
の
取
扱
い
の
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
調
査
箇
条
に
お

　
　
　
憧
救
規
則
の
成
立
と
人
民
協
救
の
優
先
（
赤
石
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
九



　
　
　
早
法
五
七
巻
三
号
（
一
九
八
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
〇

い
て
市
村
隣
保
の
情
誼
に
よ
る
協
救
を
強
調
し
た
反
面
、
こ
の
よ
う
な
二
箇
条
を
新
設
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
点
に
、
罹
災
者
救
助
の
特

質
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
⑤
　
以
上
の
諸
件
は
何
れ
も
伺
出
に
及
ば
ず
、
予
備
金
の
内
を
も
っ
て
速
か
に
施
行
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
、
四
年
の
県
治
条
例
中
の
規
則
で
「
一
ケ
月
毎
二
届
出
ツ
ヘ
シ
」
と
さ
れ
、
ま
た
、
五
年
に
更
正
さ
れ
た
規
則
で
「
明
細
書
ヲ
以
テ
受

取
ノ
儀
可
申
立
事
」
と
し
て
い
た
点
は
、
「
其
時
々
詳
悉
内
務
省
へ
可
届
出
ハ
勿
論
罹
災
ノ
月
日
金
員
等
無
遺
漏
可
記
載
」
き
も
の
と
さ

れ
、
金
員
受
取
方
に
つ
い
て
は
、
「
兼
テ
布
達
ノ
通
三
ケ
月
分
宛
取
束
大
蔵
省
へ
申
出
ヘ
シ
」
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
救
助
米
給
与
届
の
内

訳
の
記
載
に
関
し
て
雛
形
が
示
さ
れ
た
。

　
⑥
　
こ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
「
其
節
々
可
伺
出
」
も
の
と
さ
れ
て
い
た
水
旱
非
常
の
天
災
の
場
合
の
夫
食
種
籾
貸
渡
（
第
六
条
）
に
加

え
て
、
第
七
条
に
「
耕
牛
馬
非
常
ノ
災
変
二
発
レ
代
価
拝
借
ノ
事
」
が
追
加
さ
れ
、
「
以
上
ノ
ニ
件
ハ
其
時
々
事
状
ヲ
審
具
シ
内
務
省
へ

経
伺
ノ
上
施
行
ス
ヘ
シ
」
と
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
て
、
八
年
七
月
一
二
日
の
新
窮
民
一
時
救
助
規
則
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
地
方
官
専
決
処
分
に
と
も
な
っ
て
問
々
問
題
の
生

じ
た
救
助
の
範
囲
を
明
確
な
も
の
と
し
、
地
方
官
の
裁
量
の
余
地
を
殆
ん
ど
奪
っ
た
。
前
述
し
た
ご
と
く
、
実
際
に
罹
災
者
が
身
元
よ
り

の
扶
助
に
よ
っ
て
自
存
で
き
る
か
ど
う
か
判
断
す
る
必
要
は
な
く
な
っ
た
し
、
地
方
官
が
他
に
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に

も
、
そ
の
処
置
見
込
取
調
べ
の
う
え
伺
出
る
必
要
も
な
く
な
っ
た
。
わ
ず
か
に
、
新
設
さ
れ
た
第
五
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
連
村
連
市
が

一
時
に
暴
災
に
罹
っ
た
場
合
に
仮
に
小
屋
掛
を
営
み
、
一
〇
日
を
限
度
と
し
て
焚
出
米
を
与
え
る
な
ど
、
一
時
の
急
を
救
う
こ
と
に
つ
い

て
地
方
官
の
適
宜
た
る
べ
き
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
う
え
、
救
助
の
都
度
、
罹
災
の
月
日
金
員
等
遺
漏
な
く
記
載
し
て



詳
悉
内
務
省
へ
届
出
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
届
出
の
形
式
ま
で
法
定
さ
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
調
査
箇
条
内
達
の
際
の
考
え
方
、
す

な
わ
ち
、
「
素
ヨ
リ
県
官
二
於
テ
杜
撰
ノ
取
調
方
等
ハ
決
シ
テ
無
之
筈
ニ
ハ
候
へ
圧
尚
右
規
則
ノ
旨
ヲ
敷
術
シ
一
層
精
密
ノ
取
調
ヲ
要
セ

ン
為
メ
更
二
布
達
イ
タ
シ
度
ト
ノ
旨
趣
」
が
こ
の
場
合
に
も
敷
衛
さ
れ
て
い
る
の
を
み
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
68
）

　
こ
の
八
年
七
月
一
二
日
の
窮
民
一
時
救
助
規
則
は
、
二
二
年
六
月
一
五
日
太
政
官
第
三
一
号
を
も
っ
て
布
告
さ
れ
た
備
荒
儲
蓄
法
に
と

っ
て
か
わ
ら
れ
る
。
一
四
年
一
月
一
日
の
同
法
施
行
に
よ
り
、
同
規
則
と
と
も
に
一
〇
年
九
月
一
日
の
太
政
官
布
告
第
六
二
号
、
凶
歳
租

税
延
納
規
則
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
ご
と
く
、
こ
こ
で
救
助
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
、
食
料
小
屋
掛
料
農
具
料
種
籾
料
の

支
給
が
、
「
罹
災
ノ
為
メ
自
ラ
生
存
ス
ル
能
ハ
サ
ル
者
」
で
あ
り
、
地
租
の
補
助
及
び
貸
与
が
、
「
罹
災
ノ
為
メ
土
地
家
屋
ヲ
売
却
ス
ル
ニ

ア
ラ
サ
レ
ハ
地
租
ヲ
納
ム
ル
能
ハ
サ
ル
者
」
（
第
六
条
）
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
一
連
の
罹
災
者
救
助
立
法
の
目
的
は
一
層
明
瞭
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
69
）

な
る
。
そ
の
重
要
性
は
、
国
家
財
源
の
基
盤
た
る
貢
租
な
い
し
地
租
の
本
来
的
負
担
者
を
対
象
と
し
て
い
る
点
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
対
象
は
罹
災
に
よ
り
一
時
的
に
自
存
不
能
に
陥
っ
た
に
す
ぎ
な
い
者
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
に
対
す
る
救
助
取
扱
い
は

一
層
精
密
た
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
憧
救
規
則
布
達
か
ら
半
年
後
、
窮
民
救
助
は
一
つ
の
転
期
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
心
は
、
憧
救
規
則

の
実
施
細
則
と
い
う
べ
き
八
年
七
月
三
日
の
窮
民
血
救
申
請
調
査
箇
条
の
成
立
で
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
旬
日
を
お
か
ず
し
て
相
次
い
で
制

定
さ
れ
た
篤
行
奇
特
者
賞
与
常
例
、
窮
民
一
時
救
助
規
則
を
は
じ
め
、
こ
れ
に
前
後
す
る
一
連
の
法
令
に
よ
っ
て
、
明
治
政
府
の
窮
民
救

助
に
対
す
る
処
政
の
大
綱
は
一
応
の
か
た
ち
が
示
さ
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
後
に
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
こ
れ
ら
窮
民
救

助
を
め
ぐ
る
諸
施
策
の
基
盤
の
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
る
家
族
親
族
に
よ
る
「
家
」
を
媒
介
と
す
る
扶
養
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
憧
救
規
則
の
成
立
と
人
民
協
救
の
優
先
（
赤
石
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
一



早
法
五
七
巻
三
号
（
一
九
八
二
）

三
三
二

七
　
親
族
扶
養
の
地
位

　
調
査
箇
条
の
成
立
は
、
懐
救
規
則
に
よ
る
救
助
の
有
名
無
実
化
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
肩
代
り
の
役
目
を
負
わ
さ
れ
る

の
は
、
個
々
の
「
家
」
を
基
底
と
し
、
広
く
市
村
隣
保
に
ま
で
及
ぶ
人
民
相
互
の
情
誼
に
よ
る
協
救
で
あ
っ
た
。
笹
救
規
則
に
よ
る
救
助

対
象
は
独
身
も
し
く
は
独
身
に
準
ず
る
者
に
限
定
さ
れ
た
か
ら
、
調
査
箇
条
を
も
っ
て
救
助
の
要
件
を
厳
格
に
し
、
あ
ら
た
め
て
「
家
」

に
扶
養
を
期
待
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
矛
盾
を
含
ん
で
い
る
。
事
実
、
労
働
能
力
者
が
あ
っ
て
も
到
底
一
家
を
維
持
し
え
な
い
場
合
が

多
く
あ
る
こ
と
は
、
当
局
者
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。
元
来
、
老
幼
廃
疾
の
者
が
一
家
に
数
名
あ
る
場
合
に
も
、
他
に
強
壮
の
者
が

一
人
で
も
あ
れ
ば
、
「
救
助
不
相
成
」
定
め
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
内
務
省
自
身
、
こ
の
方
針
を
貫
徹
す
る
こ
と
が
無
理
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

を
根
拠
と
し
て
、
八
年
二
一
月
二
四
日
、
太
政
官
に
あ
て
て
次
の
よ
う
な
伺
を
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
男
女
ヲ
問
ハ
ス
強
壮
ノ
者
一
人
ニ
テ
其
他
ハ
老
幼
廃
疾
疾
病
等
一
家
数
名
有
之
候
共
救
助
不
相
成
例
規
二
候
へ
共
於
実
際
縦
令
強
壮

　
　
ニ
テ
モ
女
子
一
人
ノ
カ
ヲ
以
テ
数
人
ノ
保
養
ハ
難
行
届
情
実
如
何
ニ
モ
欄
然
二
相
聞
候
間
格
別
ノ
訳
ヲ
以
テ
御
救
助
有
之
度

こ
れ
は
佐
賀
県
か
ら
の
伺
を
う
け
た
も
の
で
、
原
伺
を
省
略
し
て
い
る
た
め
事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
調
査
箇
条
第
八
条

に
示
さ
れ
た
一
家
数
人
救
助
規
定
に
よ
っ
て
も
、
本
件
の
ご
と
く
一
家
に
救
助
要
件
を
欠
く
者
が
一
人
で
も
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
分
離
し
て

他
の
老
幼
廃
疾
疾
病
等
を
救
助
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
労
働
能
力
を
欠
く
一
家
数
名
の
保
養
の
責
任
が
、

労
働
能
力
者
た
る
一
人
の
肩
に
か
か
っ
て
く
る
と
い
う
こ
う
し
た
事
態
は
、
八
年
中
期
以
降
、
従
来
の
武
家
法
的
な
長
子
相
続
制
の
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
71
）

に
平
民
を
も
囲
続
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
表
面
化
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
無
理
を
決
定
的
な
も
の
と
し
て
い
っ
た
点
で
も
あ
っ
た
。
窮
民



救
助
の
あ
り
方
は
、
家
督
相
続
を
柱
と
す
る
「
家
」
制
度
の
形
成
に
も
影
響
す
る
と
こ
ろ
大
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
右
の
内
務

省
伺
は
、
九
年
一
月
二
〇
日
の
太
政
官
指
令
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
内
務
省
は
、
右
引
用
部
分
に
続
け
て
、
「
尤
モ
一
家
数

ロ
ヘ
夫
々
御
救
助
相
成
候
ハ
素
ヨ
リ
規
則
二
外
レ
過
当
ノ
儀
二
付
家
ロ
ノ
多
寡
二
応
シ
或
ハ
一
家
全
ロ
ノ
三
分
一
叉
ハ
全
ロ
ノ
半
額
実
際

ノ
模
様
ヲ
以
テ
節
減
致
候
方
可
然
哉
二
被
存
候
」
と
述
べ
る
の
を
忘
れ
て
い
な
い
。
調
査
箇
条
の
取
扱
い
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、

本
件
が
、
強
壮
の
者
一
人
を
有
す
る
一
家
へ
の
救
助
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
救
助
減
額
の
割
合
も
、
一
家
全
員
が
老
幼
廃
疾
疾
病

等
で
あ
る
調
査
箇
条
第
八
条
の
場
合
よ
り
も
厳
し
い
も
の
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
伺
文
末
尾
に
、
「
爾
後
類
似
ノ
儀
ハ
右
二
準
拠
処
分
仕

度
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
内
務
省
が
、
か
つ
て
憶
救
規
則
を
省
中
の
内
規
に
し
よ
う
と
し
た
伝
統
は
依
然
生
き
て
い
る
の

で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
一
家
に
労
働
能
力
者
あ
る
場
合
に
も
救
助
の
必
要
な
場
合
の
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
と
す
れ
ば
、
し
か

も
、
そ
う
し
た
状
況
が
広
く
一
般
に
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
と
す
れ
ば
、
一
家
が
要
救
助
状
態
に
陥
り
、
こ
の
よ
う
な
規
則
に
外
れ

た
救
助
措
置
の
生
ず
る
事
態
を
回
避
す
る
途
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
方
に
お
い
て
は
、
家
督
相
続
の
原
則

　
　
　
　
　
　
　
（
72
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
73
）

を
緩
和
し
、
廃
家
の
制
を
設
け
、
ま
た
、
徴
兵
免
役
を
認
め
る
な
ど
し
て
実
態
に
則
し
た
「
家
」
の
維
持
承
継
を
認
め
る
こ
と
で
あ
り
、

他
方
に
お
い
て
は
、
賞
与
と
結
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
家
」
に
よ
る
扶
養
に
て
こ
入
れ
を
は
か
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）

　
次
に
「
家
」
を
異
に
す
る
者
の
間
の
扶
養
に
つ
い
て
、
救
助
と
の
関
係
を
み
よ
う
。
八
年
コ
月
三
〇
日
の
山
形
県
伺
と
、
こ
れ
に
対

す
る
九
年
一
月
九
目
の
内
務
省
指
令
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
そ
の
幾
分
か
に
答
え
て
く
れ
る
。
こ
れ
は
、
本
分
家
問
の
扶
養
関
係
に
つ

い
て
の
詳
細
五
か
条
か
ら
な
る
伺
と
、
こ
れ
に
対
す
る
内
務
省
の
考
え
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
伺
第
一
条
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。

　
　
　
憶
救
規
則
の
成
立
と
人
民
協
救
の
優
先
（
赤
石
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
三



　
　
　
早
法
五
七
巻
三
号
（
一
九
八
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
四

　
　
凡
ソ
父
祖
及
ヒ
兄
等
ノ
見
込
ヲ
以
幾
部
分
ノ
資
産
ヲ
割
キ
与
ヘ
ラ
レ
既
二
分
籍
別
家
セ
シ
モ
ノ
ハ
仮
令
其
受
ク
ル
所
ノ
資
産
ヲ
蕩
尽

　
　
シ
テ
頼
ル
ナ
キ
ノ
場
合
二
立
至
ル
ト
難
本
家
二
対
シ
再
ヒ
強
テ
合
家
附
籍
ヲ
請
フ
ノ
筋
無
之
儀
二
候
哉
叉
ハ
合
家
附
籍
ヲ
請
フ
ノ
筋

　
　
無
之
ト
難
闊
門
二
於
テ
救
助
ヲ
与
フ
ル
ノ
義
務
ハ
可
有
之
哉
叉
ハ
本
家
ノ
慈
愛
ヲ
以
或
ハ
合
家
附
籍
ヲ
許
シ
或
ハ
救
助
ヲ
為
ス
ヘ
キ

　
　
ノ
義
務
ア
リ
ト
難
分
家
二
於
テ
ハ
一
切
之
ヲ
強
ル
筋
ハ
無
之
儀
二
可
有
之
哉

こ
れ
に
対
し
て
内
務
省
は
、

　
　
本
家
二
於
テ
合
家
附
籍
ヲ
許
シ
又
ハ
救
助
ヲ
ナ
ス
ヘ
キ
義
務
ア
リ
ト
難
分
家
二
於
テ
之
ヲ
強
ル
ノ
筋
無
之
事

と
指
令
す
る
。

　
ま
ず
、
伺
文
に
も
指
令
に
も
、
「
義
務
」
に
対
応
す
る
言
葉
の
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
本
家
に
は
分
家
を
救
助
す
る
義

務
が
あ
る
と
い
い
な
が
ら
、
分
家
の
方
か
ら
こ
れ
を
強
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
関
係
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
問
題
で
あ
る

が
、
こ
の
義
務
は
、
当
事
者
間
に
お
い
て
は
、
法
的
な
義
務
と
い
う
よ
り
、
「
本
家
ノ
慈
愛
」
を
以
て
な
さ
る
べ
ぎ
道
徳
的
な
義
務
と
理

　
　
　
　
　
　
　
　
（
75
）

解
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
道
徳
的
な
義
務
を
鼓
吹
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
問
題
が
解
決
す
る
わ
け
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
伺
第
二
条
に
、

　
　
分
家
二
於
テ
ハ
一
切
之
ヲ
強
ル
筋
無
之
ト
難
若
シ
其
居
宅
地
面
ヲ
離
ル
・
力
又
ハ
借
住
ノ
期
限
満
ツ
ル
カ
ニ
テ
　
ミ
所
ヲ
失
ヒ
願
出

　
　
候
者
ハ
其
人
頭
ヲ
本
家
へ
引
渡
扶
助
方
申
達
シ
可
然
哉

と
い
う
ご
と
く
、
本
家
の
救
助
義
務
を
認
め
る
反
面
、
分
家
の
救
助
請
求
を
否
認
し
た
だ
け
で
は
具
体
的
に
何
の
解
決
も
え
ら
れ
な
い
。

し
か
し
て
、
本
条
に
対
す
る
指
令
は
、



　
　
住
所
無
之
等
ノ
願
筋
官
二
於
テ
可
取
上
儀
二
無
之
候
得
共
路
頭
二
流
離
シ
テ
依
ル
所
ヲ
失
ヒ
候
者
ノ
如
キ
ハ
親
戚
又
ハ
本
家
等
ノ
内

　
　
其
縁
故
厚
キ
者
へ
可
引
渡
若
シ
可
引
渡
者
無
之
二
於
テ
ハ
一
般
ノ
扶
助
法
二
従
テ
処
分
可
致
事

と
す
る
の
で
あ
る
。
第
一
条
が
、
当
事
者
と
し
て
直
接
本
家
と
分
家
の
関
係
を
問
題
に
す
る
の
に
対
し
て
、
第
二
条
で
は
一
般
の
扶
助
法

に
よ
る
救
助
と
本
家
に
よ
る
扶
助
と
の
関
係
が
間
題
に
な
っ
て
い
る
。
指
令
は
、
本
家
に
お
い
て
路
頭
に
流
離
す
る
分
家
者
の
引
渡
を
う

け
、
公
的
な
救
助
に
先
立
っ
て
こ
れ
を
扶
助
す
る
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
扶
助
義
務
は
、
本
分
家
の
関
係
に
あ

る
も
の
の
間
だ
け
で
な
く
、
親
戚
等
の
縁
故
者
の
範
囲
に
及
ぶ
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
縁
故
の
厚
薄
に
よ
る
引
渡
の
順
序
を

は
じ
め
、
引
渡
を
う
け
た
親
戚
本
家
等
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
扶
助
義
務
を
負
う
の
か
は
、
一
向
に
明
確
に
な
っ
て
こ
な
い
の
で
あ

る
。
伺
第
三
条
乃
至
第
五
条
は
、
こ
の
点
を
質
そ
う
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
扶
助
方
ハ
一
切
父
祖
及
ヒ
兄
等
ノ
意
中
二
任
」
す
べ
き
な

の
か
、
「
又
ハ
相
当
ノ
定
限
ヲ
立
テ
扶
助
為
致
可
」
ぎ
な
の
か
（
第
三
条
）
、
「
本
末
ノ
間
柄
卜
難
老
幼
廃
疾
ヲ
除
ク
ノ
外
其
身
強
壮
ニ
シ

テ
能
ク
職
業
二
堪
ル
者
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
一
切
扶
助
方
等
ノ
処
分
二
及
ハ
サ
ル
」
も
の
な
の
か
（
第
四
条
）
、
ま
た
、
「
仮
令
ハ
本
家
二
於

テ
慈
愛
ノ
心
薄
ク
其
所
遇
苛
刻
二
渉
ル
ノ
見
込
」
の
と
き
は
ど
う
か
、
そ
の
場
合
、
「
其
親
属
共
二
於
テ
会
議
ヲ
起
シ
決
議
ノ
次
第
ヲ
以

伺
出
候
節
ハ
其
決
議
二
従
ヒ
手
当
可
致
旨
申
達
」
す
べ
き
も
の
か
ど
う
か
（
第
五
条
）
等
の
点
で
あ
る
。
内
務
省
は
以
上
の
三
箇
条
に
つ

い
て
、
ま
と
め
て
次
の
よ
う
に
指
令
す
る
。

　
　
第
三
条
以
下
第
二
条
ノ
如
ク
引
渡
候
時
ハ
其
引
渡
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ノ
所
存
二
可
任
事

第
三
条
伺
前
段
の
と
お
り
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
引
渡
を
受
け
た
親
戚
ま
た
は
本
家
で
は
、
こ
れ
を
一
般
の
扶
助
法
に
よ
っ
て
処
置
す
る

こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
、
被
引
渡
者
に
対
す
る
扶
助
義
務
を
負
う
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
伺
第
四
条
、
第
五
条
の

　
　
　
憧
救
規
則
の
成
立
と
人
民
協
救
の
優
先
（
赤
石
）
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三
五
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ご
と
き
場
合
は
な
お
問
題
と
し
て
残
る
の
で
あ
る
が
、
内
務
省
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
立
入
っ
て
指
示
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
あ
る
。

さ
よ
う
な
こ
と
は
、
人
民
相
互
の
情
誼
に
委
ね
て
大
事
な
い
の
で
あ
っ
て
、
右
の
ご
と
き
場
合
を
想
定
す
る
こ
と
の
方
が
非
難
さ
る
べ
き

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　
右
の
伺
指
令
に
あ
ら
わ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
親
族
扶
養
に
関
す
る
内
務
省
の
考
え
方
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ω
　
一
般
に

親
族
間
の
扶
助
は
、
当
事
者
間
に
お
い
て
も
権
利
義
務
の
関
係
と
し
て
成
立
す
る
と
み
る
べ
き
で
な
い
こ
と
。
②
　
し
か
し
、
官
救
と
の

関
係
が
間
題
に
な
る
と
き
、
扶
助
は
義
務
性
を
付
与
さ
れ
、
要
扶
助
者
に
対
し
親
戚
本
家
等
の
縁
故
あ
る
者
は
、
引
渡
の
方
法
に
よ
っ
て

こ
れ
を
扶
助
す
べ
き
義
務
を
負
う
こ
と
。
③
　
一
般
の
扶
助
法
に
よ
る
処
分
を
担
当
す
る
地
方
官
と
し
て
は
、
扶
助
が
官
救
に
先
立
っ
て

行
な
わ
れ
る
こ
と
に
の
み
注
意
を
払
え
ば
よ
く
、
具
体
的
な
扶
助
の
内
容
に
つ
い
て
は
関
与
し
な
い
こ
と
。
ω
　
し
た
が
っ
て
、
地
方
官

は
、
た
と
え
官
救
の
対
象
と
な
ら
な
い
労
働
能
力
者
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
扶
助
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
等
の
処
分
を
す
る
必
要
の
な
い

こ
と
。
と
く
に
、
指
令
が
、
親
族
間
に
あ
っ
て
は
、
「
其
身
強
壮
ニ
シ
テ
能
ク
職
業
二
堪
ル
者
」
で
も
、
引
渡
し
を
受
け
た
者
の
所
存
次

第
と
し
た
こ
と
は
、
救
助
と
の
関
係
が
問
題
に
な
る
場
面
で
の
扶
養
の
取
扱
い
と
著
し
い
対
照
を
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
瀬
惰
無
頼

の
悪
漢
が
父
母
妻
子
を
飢
餓
せ
し
め
、
組
合
親
戚
も
微
力
で
こ
れ
を
扶
助
で
ぎ
な
い
と
し
て
も
「
施
救
ス
ヘ
キ
筋
無
之
」
も
の
と
さ
れ
た

（
7
6
）し
、
「
窮
情
見
ル
ニ
忍
ヒ
」
ず
、
「
欄
然
ノ
情
態
其
儘
難
閣
」
ぎ
場
合
で
も
、
一
家
に
侍
養
者
が
あ
る
か
ぎ
り
、
老
衰
貧
困
の
故
を
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

救
助
す
る
こ
と
は
相
成
り
が
た
き
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
救
助
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
右
の
場
合
、
前
例
で
は
要
扶
養

者
た
る
父
母
妻
子
は
老
幼
廃
疾
疾
病
の
要
救
助
者
で
な
い
と
も
み
ら
れ
る
こ
と
、
後
例
で
は
侍
養
者
た
る
養
子
に
妻
の
あ
る
こ
と
を
無
視

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
後
例
で
は
、
侍
養
者
た
る
養
子
の
孝
養
の
実
跡
を
認
め
て
賞
与
取
計
う
こ
と
は
別
で
あ
る
と
さ



（
7
8
）

れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
「
自
然
他
ノ
勧
奨
誘
導
ニ
モ
相
成
」
も
の
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
家
族
親
族
の
扶
養
は
、
救
助
と
の
関
係
が
問
題
に
な
る
と
き
、
法
的
な
義
務
と
し
て
の
地
位
を
与
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

血
救
規
則
に
よ
る
救
助
が
極
め
て
例
外
補
足
的
な
も
の
と
さ
れ
た
反
面
、
親
族
扶
養
に
は
特
に
定
限
を
設
け
ず
、
具
体
的
な
義
務
の
内
容

も
明
確
に
さ
れ
な
い
ま
ま
、
救
助
に
先
行
し
て
行
な
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
扶
養
義
務
者
が
扶
養
を
な
さ
ず
、
ま
た

扶
養
せ
ん
と
し
て
力
が
及
び
が
た
い
と
い
う
だ
け
で
は
、
そ
の
家
族
の
救
助
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
家
族
親
族
の

扶
養
は
、
法
的
に
は
、
扶
養
義
務
者
の
要
扶
養
者
に
対
す
る
義
務
と
い
う
よ
り
、
人
民
が
そ
の
情
誼
に
よ
っ
て
な
す
べ
き
こ
と
を
国
家
に

対
し
て
義
務
づ
け
ら
れ
た
済
貧
憧
窮
措
置
の
一
と
し
て
の
地
位
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
孝
悌
者
に
対
す
る
賞
与
や
、
自
費
を
も
っ
て

棄
児
を
養
育
す
る
者
に
対
す
る
賞
与
は
、
こ
の
よ
う
な
扶
養
の
は
た
ら
き
を
補
強
す
る
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。

む

す

び

　
憧
救
規
則
が
無
告
の
窮
民
と
し
て
救
助
の
対
象
と
考
え
た
の
は
、
規
則
各
条
の
掲
げ
る
自
営
不
能
者
が
何
れ
も
独
身
で
あ
っ
て
、
家
人

に
よ
る
扶
養
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
独
身
に
あ
ら
ざ
る
者
が
救
助
の
対
象
に
な
る
の
は
、
余
の
家
人
が
老
幼
七
〇
年

以
上
一
五
年
以
下
で
、
こ
れ
に
は
扶
養
の
能
力
が
な
い
と
み
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
か
れ
が
「
家
」
に
よ
っ
て
扶
養
さ
れ
ず
、
ま
た
、

「
家
」
に
よ
る
扶
養
を
期
待
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
直
ち
に
官
救
を
受
け
う
べ
き
も
の
で
は

な
く
、
官
救
に
先
ん
じ
て
人
民
相
互
の
情
誼
に
よ
る
済
貧
憧
窮
方
法
に
よ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。
八
年
七
月
三
目
の
内
務
省
達
乙
第
八

五
号
、
窮
民
位
救
申
請
調
査
箇
条
は
、
そ
の
よ
う
な
救
助
に
も
よ
り
が
た
い
事
情
の
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
親
戚
、
市
村
隣
保
の
情
誼
に

　
　
　
憧
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よ
る
協
救
も
不
行
届
で
あ
る
と
ぎ
、
は
じ
め
て
目
下
差
置
ぎ
難
き
無
告
の
窮
民
と
し
て
救
助
の
対
象
た
り
う
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

要
救
助
者
に
自
助
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
官
救
は
こ
れ
ら
情
誼
に
よ
る
協
救
を
補
助
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
規
則
の
血
額
以
下
を
も
っ
て
足
る
と
み
ら
れ
る
と
き
及
び
一
家
数
人
を
救
助
す
る
と
ぎ
は
、
給
与
に
あ
た
っ
て
、
な
る

べ
く
減
省
を
見
込
む
べ
き
こ
と
が
指
示
さ
れ
る
。

　
内
務
省
は
、
憧
救
規
則
の
府
県
一
般
へ
の
布
達
が
人
民
の
不
虞
万
一
に
備
え
ん
と
す
る
意
識
を
う
す
め
、
規
則
に
適
当
す
る
こ
と
を
も

っ
て
す
る
救
助
申
請
が
慣
習
化
す
る
事
態
に
発
展
す
る
こ
と
を
何
よ
り
も
お
そ
れ
た
。
そ
し
て
、
規
則
布
達
後
数
月
に
し
て
か
か
る
弊
害

の
萌
芽
を
看
取
し
、
憧
救
規
則
に
よ
る
救
助
を
極
端
に
補
足
的
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
同
時
に
、
県
官
を
し
て
、
救
助
に
先
立
っ

て
人
民
相
互
の
情
誼
を
追
求
す
べ
き
こ
と
を
強
く
指
示
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
憶
救
規
則
成
立
の
契
機
を
つ
く
っ
た
の
は
、

そ
の
村
町
に
お
い
て
も
救
助
行
届
き
が
た
い
こ
と
、
独
身
極
難
の
労
働
不
能
者
に
対
す
る
村
方
の
扶
助
が
思
う
に
ま
か
せ
な
く
な
っ
た
こ

と
で
あ
っ
た
。
市
村
隣
保
の
情
誼
に
よ
る
協
救
の
払
底
こ
そ
が
立
法
の
機
縁
と
な
り
、
窮
民
救
助
施
策
の
展
開
の
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
内
務
省
は
こ
れ
ら
人
民
相
互
の
情
誼
に
よ
る
救
助
の
行
詰
り
を
認
識
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
期
待
す
る
と
い
う
矛
盾
を
あ
え
て
お
か
し

た
。
そ
の
た
め
の
ま
さ
つ
を
緩
和
し
、
そ
の
役
割
を
補
完
し
、
負
担
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
憧
救
規
則
成
立
と
そ
の

府
県
へ
の
布
達
は
、
窮
民
救
助
体
系
再
編
に
一
つ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
試
み
が
、
思
想
的
に

は
、
惰
民
排
除
の
徹
底
と
不
虞
に
備
え
る
人
民
自
助
の
意
識
の
育
成
で
あ
り
、
施
策
的
に
は
、
郵
便
貯
金
制
度
の
実
施
、
篤
行
奇
特
者
賞

与
の
制
及
び
こ
れ
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
棄
児
自
費
養
育
の
奨
励
、
県
治
条
例
中
の
窮
民
一
時
救
助
規
則
の
廃
止
・
更
定
、
流
行
病
罹
患
者

の
救
済
等
な
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
ら
諸
施
策
の
基
底
に
「
家
」
を
中
心
と
す
る
親
族
間
の
扶
養
が
存
在
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も



な
い
。
そ
れ
は
、
扶
養
義
務
者
の
要
扶
養
者
に
対
す
る
義
務
と
し
て
と
い
う
よ
り
、
憧
救
規
則
に
よ
っ
て
人
民
が
国
家
に
対
し
て
義
務
づ

け
ら
れ
た
済
貧
憧
窮
方
法
の
一
と
し
て
、
救
助
に
先
行
す
べ
き
地
位
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
西
原
道
雄
「
扶
養
の
史
的
諸
形
態
と
そ
の
背
景
」
（
福
島
正
夫
ほ
か
編
『
家
族
問
題
と
家
族
法
V
　
扶
養
』
所
収
）
四
七
頁
以
下
。

（
2
）
　
現
行
生
活
保
護
法
の
も
と
で
の
私
的
扶
養
優
先
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
赤
石
壽
美
「
家
族
法
と
の
か
か
わ
り
ー
公
的
扶
助
と
私
的
扶
養
の
関

　
　
連
と
問
題
点
i
」
（
小
川
政
亮
編
『
扶
助
と
福
祉
の
法
学
』
所
収
）
二
二
三
頁
以
下
参
照
。

（
3
）
　
外
岡
茂
十
郎
編
『
明
治
前
期
家
族
法
資
料
　
第
一
巻
第
一
冊
』
二
一
九
頁
。
以
下
こ
の
『
資
料
』
（
第
一
巻
第
一
冊
～
別
巻
一
）
か
ら
の
引
用

　
　
は
、
同
書
が
法
規
・
先
例
の
別
に
付
し
て
い
る
資
料
の
番
号
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
と
す
る
。

（
4
）
　
憧
救
規
則
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
小
川
政
亮
「
娘
救
規
則
の
成
立
i
明
治
絶
対
主
義
救
貧
法
の
形
成
過
程
ー
」
（
福
島
正
夫
編
『
戸

　
　
籍
制
度
と
「
家
」
制
度
』
所
収
）
二
七
九
頁
以
下
、
赤
石
「
明
治
初
年
の
窮
民
救
助
立
法
の
構
造
（
四
）
」
（
『
静
岡
女
子
大
学
研
究
紀
要
　
第
十
四

　
　
号
』
）
　
二
一
九
頁
以
下
参
照
。

（
5
）
　
北
海
道
並
樺
太
州
賑
憧
規
則
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
小
川
・
前
掲
「
憧
救
規
則
の
成
立
」
二
七
五
頁
以
下
、
赤
石
「
明
治
初
年
の
窮
民
救
助
立

　
　
法
の
構
造
（
三
）
」
（
前
掲
『
紀
要
第
十
三
号
』
）
七
一
頁
以
下
参
照
。

（
6
×
7
）
　
外
岡
・
先
例
五
九
四
。

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
12
）

（
1
3
）

（
1
4
）

外
岡
・
先
例
七
九
二
。

外
岡
・
先
例
七
一
六
。

外
岡
・
先
例
五
九
四
。

外
岡
・
法
規
三
九
九
。

外
岡
・
先
例
七
一
九
。

外
岡
・
先
例
五
九
四
。

外
岡
・
先
例
七
九
二
。

憧
救
規
則
の
成
立
と
人
民
協
救
の
優
先

（
赤
石
）

三
三
九



（
蔦
）

（
蛤
）

（
1
7
）

（
1
8
）

（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

（
拠
）

（
2
5
）

（
2
6
）

（
2
7
）

（
2
8
）

早
法
五
七
巻
三
号
（
一
九
八
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
〇

　
こ
れ
ら
の
諸
点
は
、
何
れ
も
「
悪
病
流
行
ノ
節
貧
困
ノ
者
処
分
概
則
」
（
八
年
四
月
八
日
太
政
官
達
第
四
九
号
）
の
定
立
に
関
し
て
、
内
務
省

原
伺
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
内
閣
記
録
局
編
『
法
規
分
類
大
全
　
第
一
編
衛
生
門
』
疾
疫
六
頁
。

　
本
件
伺
を
審
按
し
た
内
務
課
八
年
六
月
九
日
の
議
按
は
、
「
素
ヨ
リ
県
官
二
於
テ
杜
撰
ノ
取
調
方
等
ハ
決
シ
テ
無
之
筈
ニ
ハ
候
へ
圧
尚
右
規
則

ノ
旨
ヲ
敷
術
シ
一
層
精
密
ノ
取
調
ヲ
要
セ
ン
為
メ
更
二
布
達
イ
タ
シ
度
ト
ノ
旨
趣
ハ
御
許
可
相
成
可
然
哉
尤
達
方
ノ
儀
ハ
全
ク
県
官
心
得
迄
ノ
内

達
二
相
成
候
方
穏
当
ト
存
候
」
と
述
べ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
か
つ
て
「
御
仁
憧
ノ
御
趣
意
」
か
ら
規
則
布
達
を
主
張
し
た
勢
い
は
、
全
く
み
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
外
岡
・
先
例
七
九
二
。

　
外
岡
・
法
規
五
三
九
。

　
外
岡
・
先
例
七
九
二
。

　
赤
石
・
前
掲
「
明
治
初
年
の
窮
民
救
助
立
法
の
構
造
（
四
）
」
二
二
二
頁
。

　
調
査
箇
条
の
末
尾
に
示
さ
れ
た
「
憶
救
名
簿
」
記
載
雛
形
参
照
。

　
一
家
数
人
救
助
内
規
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
赤
石
「
明
治
初
年
の
窮
民
救
助
立
法
の
構
造
（
五
）
」
（
前
掲
『
紀
要
第
十
五
号
』
）
八
九
頁
以
下

参
照
。

　
な
お
、
北
海
道
並
樺
太
州
賑
血
規
則
に
お
け
る
家
人
あ
る
者
病
気
中
の
救
助
に
つ
い
て
、
赤
石
・
前
掲
「
明
治
初
年
の
窮
民
救
助
立
法
の
構
造

（
三
）
」
七
二
・
七
三
・
七
六
頁
参
照
。

　
赤
石
・
前
掲
「
家
族
法
と
の
か
か
わ
り
」
二
五
〇
頁
。

　
外
岡
・
法
規
六
〇
〇
。

　
小
川
・
前
掲
「
憧
救
規
則
の
成
立
」
三
〇
一
頁
。

　
福
富
善
壽
編
『
社
会
事
業
法
規
便
覧
』
一
二
四
頁
。

　
外
岡
・
法
規
五
二
六
。

　
こ
の
点
、
後
述
の
八
年
七
月
一
〇
日
太
政
官
達
第
＝
二
号
、
篤
行
奇
特
者
賞
与
常
例
に
お
い
て
は
、
「
篤
行
及
ヒ
奇
特
者
賞
与
ノ
儀
ハ
都
テ

其
時
々
伺
ヲ
経
施
行
ノ
事
二
候
処
以
来
左
ノ
条
例
二
照
準
賞
与
取
計
月
末
二
取
束
事
由
及
ヒ
金
員
等
詳
細
内
務
省
へ
可
届
出
」
と
さ
れ
、
同
月
一



（
2
9
）

（
3
0
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
40　39　38　37　36　35　34　33　32　31
）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）

（
41
）

二
日
太
政
官
達
第
一
二
二
号
で
新
定
さ
れ
た
窮
民
一
時
救
助
規
則
に
お
い
て
も
、
災
変
に
よ
る
夫
食
種
籾
の
貸
渡
、
難
れ
牛
馬
代
価
拝
借
を
除
い

て
、
緊
急
を
要
し
、
か
つ
、
具
体
的
救
助
基
準
を
示
し
て
い
る
諸
件
に
つ
い
て
は
、
「
伺
出
二
不
及
予
備
金
ノ
内
ヲ
以
テ
速
二
施
行
シ
其
時
々
詳

悉
内
務
省
へ
可
届
出
ハ
勿
論
罹
災
ノ
月
日
金
員
等
無
遺
漏
可
記
載
但
金
員
受
取
方
ノ
儀
ハ
兼
テ
布
達
ノ
通
三
ヶ
月
分
宛
取
束
大
蔵
省
へ
申
出
ヘ

シ
」
と
さ
れ
た
。

　
赤
石
・
前
掲
「
明
治
初
年
の
窮
民
救
助
立
法
の
構
造
（
四
）
」
二
三
二
頁
以
下
。

　
も
っ
と
も
、
憧
救
規
則
布
達
に
と
も
な
う
管
内
へ
の
伝
達
状
況
は
、
各
県
に
よ
り
一
定
し
な
い
。
小
川
・
前
掲
「
憶
救
規
則
の
成
立
」
三
〇
二

頁
以
下
、
赤
石
・
前
掲
「
明
治
初
年
の
窮
民
救
助
立
法
の
構
造
（
五
）
」
八
七
頁
以
下
参
照
。

　
外
岡
・
法
規
五
一
六
。

　
赤
石
・
前
掲
「
明
治
初
年
の
窮
民
救
助
立
法
の
構
造
（
三
）
」
七
四
・
七
六
頁
。

　
小
川
・
前
掲
「
憧
救
規
則
の
成
立
」
三
〇
八
頁
以
下
。

　
外
岡
・
先
例
五
九
四
。

　
外
岡
・
法
規
九
二
。
赤
石
「
明
治
初
年
の
窮
民
救
助
立
法
の
構
造
（
一
）
」
（
前
掲
『
紀
要
第
十
一
号
』
）
七
九
頁
以
下
参
照
。

　
赤
石
「
明
治
初
年
の
窮
民
救
助
立
法
の
構
造
（
二
）
」
（
前
掲
『
紀
要
第
十
二
号
』
）
一
〇
〇
頁
以
下
参
照
。

　
外
岡
・
先
例
七
一
六
。

　
外
岡
・
法
規
七
六
一
。

　
外
岡
・
先
例
六
八
一
。

　
八
年
二
月
五
目
の
左
院
議
按
（
内
務
課
主
査
・
財
務
課
歴
査
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
生
計
ノ
道
不
相
立
ト
テ
再
三
救
助
等
申
請
候
様
ニ

テ
ハ
同
省
具
陳
ノ
通
自
然
他
ノ
助
力
ヲ
仰
ク
ヲ
僥
倖
ト
シ
飽
マ
テ
徒
食
瀬
惰
二
流
レ
到
底
勉
力
自
営
ノ
期
モ
無
之
救
援
ノ
際
限
有
之
間
敷
ト
存

候
」
。
　
若
松
県
の
、
「
流
離
ノ
貫
属
先
ッ
居
ヲ
安
シ
随
テ
就
産
後
来
ノ
生
計
相
立
候
ハ
・
遊
手
坐
食
シ
テ
親
戚
旧
故
ノ
助
成
ヲ
仰
キ
毎
年
十
数
万
円
ノ

民
力
ヲ
耗
損
ス
ル
ノ
大
患
ヲ
除
キ
自
然
国
益
ヲ
興
シ
今
日
ノ
御
失
費
ハ
数
年
ナ
ラ
ス
シ
テ
正
税
二
代
リ
収
入
相
成
ル
ノ
、
・
・
ナ
ラ
ス
向
キ
ノ
流
離
困

憶
救
規
則
の
成
立
と
人
民
協
救
の
優
先
（
赤
石
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
一



　
　
早
法
五
七
巻
三
号
（
一
九
八
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
二

　
　
弊
ノ
徒
変
シ
テ
強
壮
有
用
ノ
士
ト
為
リ
国
家
富
強
ノ
一
助
ト
モ
ナ
ル
ニ
至
ル
ヘ
ク
ハ
必
然
ノ
事
存
候
」
と
の
考
え
は
一
蹴
さ
れ
た
。

（
4
2
）
　
外
岡
・
先
例
一
〇
〇
七
。

（
43
）
　
外
岡
・
先
例
一
〇
四
七
。

（
4
4
）
　
外
岡
・
法
規
五
四
〇
。

（
4
5
）
　
外
岡
・
法
規
五
九
。

（
4
6
）
　
外
岡
・
先
例
八
八
六
。

（
4
7
）
　
外
岡
・
先
例
八
九
九
。

（
4
8
）
　
外
岡
・
先
例
七
二
一
。

（
4
9
）
　
八
年
四
月
二
九
日
大
蔵
省
達
乙
第
六
三
号
。
外
岡
・
法
規
五
二
六
。

（
5
0
）
　
外
岡
・
先
例
九
二
三
。

（
5
1
）
　
外
岡
・
法
規
ニ
ニ
一
。

（
52
）
　
外
岡
・
法
規
三
九
五
。

（
53
）
　
外
岡
・
先
例
一
〇
三
七
。

（
5
4
）
　
外
岡
・
先
例
一
〇
四
四
。

（
5
5
）
　
外
岡
・
法
規
六
二
二
。

（
5
6
）
　
外
岡
・
法
規
六
五
八
。

（
5
7
）
　
一
〇
年
六
月
二
〇
日
内
務
省
指
令
。
外
岡
・
先
例
一
三
五
二
。

（
5
8
）
　
一
〇
年
八
月
二
四
日
内
務
省
指
令
。
外
岡
・
先
例
二
二
八
一
。

（
5
9
）
　
外
岡
・
法
規
六
七
〇
。

（
6
0
）
　
外
岡
・
法
規
八
七
九
。

（
61
）
　
外
岡
・
法
規
八
八
O
。
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（
67
）

（
6
8
）

（
6
9
）

（（7170
））

（
72
）

（
73
）

　
一
五
年
一
月
二
三
日
内
務
省
達
乙
第
五
号
。
外
岡
・
法
規
八
八
七
。

　
外
岡
・
法
規
五
四
一
。

　
外
岡
・
法
規
二
六
九
（
補
修
）
。

　
外
岡
・
法
規
三
〇
九
。

　
窮
民
一
時
救
助
規
則
新
定
に
と
も
な
い
北
海
道
並
樺
太
州
賑
血
規
則
も
更
正
さ
れ
た
（
九
年
九
月
二
三
日
開
拓
使
札
幌
本
庁
丙
第
一
七
六
号
）
。

こ
れ
は
右
新
規
則
の
内
容
を
付
加
し
た
増
補
更
正
で
あ
る
。
福
富
・
前
掲
『
便
覧
』
二
二
七
頁
。
外
岡
・
先
例
一
一
七
九
。

　
外
岡
・
法
規
補
一
三
五
。

　
外
岡
・
法
規
八
二
九
。

　
大
蔵
卿
大
隈
重
信
の
備
荒
儲
蓄
法
制
定
に
関
す
る
建
議
は
、
「
儲
蓄
備
荒
ノ
法
ヲ
実
施
ス
ル
ヲ
得
ハ
以
テ
挙
国
人
民
ノ
飢
餓
ヲ
凶
鍬
二
救
フ
ヘ

ク
叉
罹
災
地
方
ノ
納
租
ヲ
早
盗
二
完
ク
セ
シ
ム
ル
ヲ
得
官
民
共
二
便
二
公
私
兼
ネ
済
フ
等
其
効
験
昭
々
蔽
フ
ヘ
ヵ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ァ
リ
」
と
述
べ

る
。
大
蔵
省
内
明
治
財
政
史
編
纂
会
編
『
明
治
財
政
史
　
第
十
巻
』
八
五
六
頁
。

　
外
岡
・
先
例
一
〇
〇
〇
。

　
相
続
の
面
か
ら
い
え
ば
、
華
士
族
家
督
相
続
法
改
正
（
六
年
七
月
二
二
日
太
政
官
布
告
第
二
六
三
号
）
に
示
さ
れ
た
「
家
督
相
続
ハ
必
総
領
ノ

男
子
タ
ル
可
シ
」
と
の
原
則
を
平
民
に
も
及
ぽ
そ
う
と
す
る
動
き
が
挫
折
し
、
九
年
六
月
五
日
太
政
官
達
第
五
八
号
を
も
っ
て
平
民
独
自
の
相
続

法
規
の
制
定
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
動
因
は
、
一
家
維
持
の
た
め
、
従
来
庶
民
間
に
行
な
わ
れ
て
き
た
男
子
あ
る
者
が
養
子
を
も
っ
て
相
続

人
と
し
、
ま
た
、
子
女
あ
る
寡
婦
が
後
夫
を
迎
え
て
相
続
人
と
す
る
等
の
慣
行
を
容
認
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
子
が

あ
っ
て
も
幼
少
で
一
家
保
持
に
た
え
ず
、
他
か
ら
養
子
ま
た
は
後
夫
を
迎
え
な
く
て
は
一
家
を
維
持
で
き
な
い
も
の
が
数
多
く
存
在
し
た
こ
と
に

よ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
赤
石
「
明
治
初
年
の
長
子
相
続
制
と
庶
民
慣
行
」
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
研
論
集
第
八
号
』
）
一

一
頁
以
下
参
照
。

　
一
〇
年
八
月
三
一
日
太
政
官
達
第
六
〇
号
。
外
岡
・
法
規
六
七
六
。

　
八
年
一
月
二
三
目
陸
軍
省
達
・
布
第
二
三
号
の
徴
兵
令
参
考
第
二
五
条
は
、
「
現
今
兄
或
ハ
家
継
タ
ル
ヘ
キ
者
死
シ
叉
ハ
不
療
ノ
疾
二
罹
リ
或

憧
救
規
則
の
成
立
と
人
民
協
救
の
優
先
（
赤
石
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
三



　
　
早
法
五
七
巻
三
号
（
一
九
八
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
四

　
　
ハ
両
親
又
ハ
祖
父
母
老
蔽
且
ッ
貧
窮
ニ
シ
テ
他
二
依
ル
ヘ
キ
子
ナ
ク
或
ハ
幼
稚
ニ
シ
テ
在
役
中
ノ
者
ヲ
要
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
活
計
ノ
路
ナ
キ
等
止

　
　
ム
ヲ
得
サ
ル
故
障
出
来
ノ
者
ハ
戸
長
並
二
親
族
ノ
証
書
二
管
庁
ノ
奥
書
証
印
ヲ
以
テ
鎮
台
へ
願
出
ル
ニ
於
テ
ハ
詮
議
ノ
上
現
役
ヲ
免
ス
」
る
旨
定

　
　
め
る
。
同
年
一
一
月
七
日
陸
軍
省
達
・
達
第
一
一
一
号
の
改
訂
徴
兵
令
参
考
第
二
五
条
も
同
じ
で
あ
る
。
外
岡
・
法
規
五
〇
〇
、
同
五
六
六
。

（
7
4
）
　
外
岡
・
先
例
九
八
七
。

（
7
5
）
　
石
井
良
助
「
明
治
民
法
施
行
前
の
扶
養
法
」
（
『
法
制
史
論
集
第
六
巻
　
家
と
戸
籍
の
歴
史
』
所
収
）
　
一
〇
〇
頁
。

（
7
6
）
　
外
岡
・
先
例
一
二
三
八
。

（
7
7
）
　
外
岡
・
先
例
一
〇
五
〇
。

（
7
8
）
　
篤
行
奇
特
者
賞
与
常
例
の
三
等
賞
（
金
一
円
ヨ
リ
不
多
五
十
銭
ヨ
リ
不
少
）
に
該
当
す
る
事
例
で
あ
る
。


